
部　門 氏　名
ふるさと賞 社会福祉 塩中  光子
ふるさと賞 社会福祉 林  冨士子
ふるさと賞 社会福祉 沖見  昌幸
ふるさと賞 社会福祉 　本田  博代　
ふるさと賞 社会福祉 藤井  壯一郎
ふるさと賞 社会福祉 津田  武志
ふるさと賞 社会福祉 髙橋  和代
ふるさと賞 社会福祉 宮本  悦子
ふるさと賞 社会福祉 中村  雅子
ふるさと賞 保健衛生 冨田  建夫
ふるさと賞 保健衛生 泉谷  一裕
ふるさと賞 保健衛生 伊藤  博
ふるさと賞 保健衛生 畑  玉枝
ふるさと賞 産業 藤平  良光
ふるさと賞 産業 小川  勝美
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　去る 11 月 5 日（土）、文化祭の開式において、
岩出市の発展や社会福祉の増進、市民の健康づく
りや土木建設業、商工業に多大な貢献をされた方
に贈る市民表彰を市民総合体育館にて執り行いま
した。
　受賞者のみなさん、おめでとうございます。

平成 23 年度 市民表彰受賞者 市 民 表 彰平成 23 年度
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2011・12　広報いわで　　2【市民憲章】私たちは緑の山と紀の川の清流に育まれた岩出市の市民であることに誇りをもち
平和を重んじ豊かなまちをつくるためにこの憲章を定めます

　岩出市では、市民の皆様に納付いただいた税金が実際どのように使われているかをご理解いただくために、
毎年５月と 11 月の年２回財政状況についてお知らせしています。11 月号では補正予算等についてお知らせ
しましたが、今回は平成 22 年度の一般会計決算状況についてお知らせします。

152 億 1,400 万円
　歳入全体について、対前年度▲ 3 億 5,036 万円（▲ 2.3％）減の

152 億 1,400 万円となりました。歳入の主な決算額と増減は、以下

のとおりです。

　市税については、対前年度▲ 2.3％減の 52 億 4,736 万円となって

おります。自動車取得税交付金については、エコカー減税により対

前年度▲ 18.3％減の 3,381 万円、国庫支出金については、定額給付

金給付事業の終了により対前年度▲ 12.9％減の 24 億 766 万円、市

債については、臨時財政対策債の増加により対前年度 42.4％増の 9

億 6,673 万円となっております。

　歳出全体について、対前年度▲ 4 億 2,153 万円（▲ 2.8％）減の

148 億 126 万円となりました。歳出の主な決算額と増減は以下のと

おりです。

　総務費については、定額給付金給付事業の終了により対前年度▲

44.1％減の 12 億 2,471 万円、民生費については、子ども手当支給

制度の開始により対前年度 17.6％増の 49 億 8,660 万円、衛生費に

ついては、旧クリーンセンター解体撤去事業により対前年度 7.6％

増の 21 億 5,186 万円、土木費については、さぎのせ公園完成に伴

う下水道処理場周辺地域整備事業費の減により対前年度▲ 18.2％減

の 17 億 5,110 万円となっております。

平成 22 年度岩出市一般会計決算状況

平成 22 年度
一般会計　歳入総額

平成 22 年度一般会計決算の概要

▲早期の完成に向け事業を進める湯窪中島線事業

　平成 22 年度の形式収支（歳入歳出差引額）は、4 億 1,274 万円

の黒字であり、これから翌年度に繰り越すべき財源 1 億 526 万円を

差し引いた実質収支は、3 億 748 万円の黒字となっております。

翌年度に繰越すべき財源
１億５２６万円

（平成 22 年度繰越事業に充当される額）

実質収支
３億７４８万円

（平成 22 年度繰越金として歳入されます )

歳入歳出差引
4 億 1, ２７４万円

自主財源  46.8％
71 億 2,042 万円
依存財源  53.2％
80 億 9,358 万円

県支出金（7.3％）
11 億 778 万円

国庫支出金
（15.8％）
24 億 766 万円

地 方 譲 与 税 等
（4.4％）
6 億 7,923 万円

地方交付税
（19.3％）
29 億 3,218 万円

その他自主財源
（4.3％）
6 億 5,948 万円

繰入金（3.1％）
4 億 6,700 万円

分担金及び負担金
（4.9％）
7 億 4,658 万円

市税（34.5％）
52 億 4,736 万円

市税の収入内訳
・市民税　　　（24 億 2,680 万円）
・固定資産税　（20 億 5,211 万円）
・軽自動車税　（1 億 1,633 万円）
・たばこ税　　（3 億 4,431 万円）
・入湯税　　　（44 万円）
・都市計画税　（3 億 737 万円）

市債（6.4％）
9 億 6,673 万円

148 億 126 万円

平成 22 年度
一般会計　歳出総額

諸支出金（6.2％）
9 億 1,582 万円

公債費（9.2％）
13 億 5,974 万円

教育費（8.6％）
12 億 7,406 万円

消防費（4.4％）
6 億 4,419 万円

土木費（11.8％）
17 億 5,110 万円

商工費
（0.4％）
5,770 万円

農林業費（2.0％）
2 億 9,375 万円

衛生費（14.5％）
21 億 5,186 万円

民生費（33.7％）
49 億 8,660 万円

総務費（8.3％）
12 億 2,471 万円

議会費（0.9％）
1 億 3,861 万円災害復旧費

（0.0％）
312 万円
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歳　入

※表示単位未満は四捨五入しております。

～用語解説～

歳入

●決算額等

水栖大池公園

▼平成 22 年度で完成し、平成 23 年度から供用開始している公園

さぎのせ公園

平成 22 年度 平成 21 年度 増減額 増減率

自　

主　

財　

源

市　　　　　　　　　税 52 億 4,736 万円 53 億 6,902 万円 △ 1 億 2,166 万円 △ 2.3％
分 担 金 及 び 負 担 金 7 億 4,658 万円 9 億　758 万円 △ 1 億 6,100 万円 △ 17.7％
使 用 料 及 び 手 数 料 1 億　881 万円 1 億 1,351 万円 △ 470 万円 △ 4.1％
財　　産　　収　　入 2,990 万円 2,231 万円 759 万円 34.0％
寄　　　　附　　　　金 33 万円 1 万円 32 万円 320.0％
繰　　　　入　　　　金 4 億 6,700 万円 8 億 4,336 万円 △ 3 億 7,636 万円 △ 44.6％
繰　　　　越　　　　金 3 億 4,157 万円 3 億 1,105 万円 3,052 万円 23.9％
諸　　　　収　　　　入 1 億 7,887 万円 1 億 9,781 万円 △ 1,894 万円 △ 14.2％

計 71 億 2,042 万円 77 億 6,465 万円 △ 6 億 4,423 万円 △ 8.3％

依　

存　

財　

源

地 　 方 　 譲 　 与 　 税 1 億 2,895 万円 1 億 2,969 万円 △ 74 万円 △ 0.6％
利　子　割　交　付　金 3,509 万円 3,660 万円 △ 151 万円 △ 4.1％
配　当　割　交　付　金 1,615 万円 1,304 万円 311 万円 9.8％
株式等譲渡所得割交付金 466 万円 543 万円 △ 77 万円 △ 14.2％
地 方 消 費 税 交 付 金 3 億 5,124 万円 3 億 5,184 万円 △ 60 万円 △ 0.2％
ゴルフ場利用税交付金 795 万円 937 万円 △ 142 万円 △ 15.2％
自 動 車 取 得 税 交 付 金 3,381 万円 4,138 万円 △ 757 万円 △ 18.3％
地  方  特  例  交  付  金 9,377 万円 9,916 万円 △ 539 万円 △ 5.4％
地 　 方 　 交 　 付 　 税 29 億 3,218 万円 25 億 8,630 万円 3 億 4,588 万円 13.4％
交通安全対策特別交付金 761 万円 727 万円 34 万円 4.6％
国 　 庫 　 支 　 出 　 金 24 億　766 万円 27 億 6,469 万円 △ 3 億 5,703 万円 △ 12.9％
県　　支　　出　　金 11 億　778 万円 10 億 7,614 万円 3,164 万円 2.9％
市　　　　　　　　　債 9 億 6,673 万円 6 億 7,880 万円 2 億 8,793 万円 42.4％

計 80 億 9,358 万円 77 億 9,971 万円 2 億 9,387 万円 3.8％
歳　　入　　合　　計 152 億 1,400 万円 155 億 6,436 万円 △ 3 億 5,036 万円 △ 2.3％

歳　出
平成 22 年度 平成 21 年度 増減額 増減率

議　会　費 1 億 3,861 万円 1 億 3,844 万円 17 万円 0.1％
総　務　費 12 億 2,471 万円 21 億 9,283 万円 △ 9 億 6,812 万円 △ 44.1％
民　生　費 49 億 8,660 万円 42 億 4,166 万円 7 億 4,494 万円 17.6％
衛　生　費 21 億 5,186 万円 19 億 9,968 万円 1 億 5,218 万円 7.6％
農 林 業 費 2 億 9,375 万円 3 億 7,671 万円 △ 8,296 万円 △ 22.0％
商　工　費 5,770 万円 5,682 万円 88 万円 1.5％
土　木　費 17 億 5,110 万円 21 億 4,012 万円 △ 3 億 8,902 万円 △ 18.2％
消　防　費 6 億 4,419 万円 6 億 4,162 万円 257 万円 0.4％
教　育　費 12 億 7,406 万円 16 億 2,383 万円 △ 3 億 4,977 万円 △ 21.5％
災害復旧費 312 万円 161 万円 151 万円 93.8％
公　債　費 13 億 5,974 万円 11 億 7,138 万円 1 億 8,836 万円 16.1％
諸 支 出 金 9 億 1,582 万円 6 億 3,809 万円 2 億 7,773 万円 43.5％
予　備　費 0 円 0 円 0 円 ー

歳出合計 148 億　126 万円 152 億 2,279 万円 △ 4 億 2,153 万円 △ 2.8％

※表示単位未満は四捨五入しております。

（平成 23 年 3 月末人口　52,795 人）市民１人当たりの決算額等
平成 22 年度の決算額等を市民１人当たりの金額で表すと、以下のとおりとなります。

歳　　　入 288,171 円
歳　　　出 280,353 円
税金負担額 99,391 円

※表示単位未満は四捨五入しております。

議会費 総務費 民生費 衛生費 農林業費 商工費 土木費
2,625 円 23,197 円 94,452 円 40,759 円 5,564 円 1,093 円 33,168 円

消防費 教育費 災害復旧費 公債費 諸支出金 予備費
12,202 円 24,132 円 59 円 25,755 円 17,347 円 0 円

●目的別歳出

・市税：市民の皆様に納付いただく税金
・地方譲与税：国税として徴収した税金を、市町村に対して
  　　　　　　  一定の基準により譲与される地方税

・利子割交付金：県に納入された利子割額の中から市町村に
   　　　　　　　対して交付される交付金

・配当割交付金：県に納入された配当割額の中から市町村に
   　　　　　　　 対して交付される交付金

・株式等譲渡所得割交付金：県に納入された株式等譲渡所得
   　　　　   割額の中から市町村に対して交付される交付金

・地方消費税交付金：県に納入された地方消費税の中から市
   　　　　　　　　　町村に対して交付される交付金

・ゴルフ場利用税交付金：県に納入されたゴルフ場利用税の
   　　　　　　　   中から市町村に対して交付される交付金

・自動車取得税交付金：県に納入された自動車取得税の中か
   　　　　　　　　　　 ら市町村に対して交付される交付金

・地方特例交付金：市民税の所得割減税などの補てんとして
   　　　　　　　　   市町村に交付される交付金

・地方交付税：所得税・消費税・酒税などの国税のうち、一
   　　　　　　 定割合を市町村に交付される交付金

・交通安全対策特別交付金：道路交通法に基づき納められた
   　　　　　　反則金の一部から市町村に交付される交付金

・分担金及び負担金：岩出市が行う事業によって、特に利益
   　　　　　　　　　を得た方から負担していただく収入

・使用料及び手数料：公共施設の使用や住民票の交付などに
   　　　　　　　　     より利用者から負担していただく収入　

・国庫（県）支出金：道路整備等の事業費や老人医療・児童
   　　　　　　　　　手当の給付費等に対し、国や県が一定
　　　　　　　　　   割合を負担補助する補助金

・財産収入：市有財産の貸付け、売払い等により得た収入
・寄附金：寄附による収入
・繰入金：積み立てた基金の取り崩しや特別会計により繰り
   　　　　入れた収入

・繰越金：昨年度から持ち越した収入
・諸収入：雑入など、他の科目に含まれない収入
・市債：事業などで多額の資金が必要な時に、国や金融機関
   　　　から受ける融資

歳出
・議会費：市議会の活動に要する経費
・総務費：市役所の全般的な管理事務、徴収事務、戸籍事務
   　　　　などに要する経費

・民生費：高齢者・障害者福祉、児童手当、保育所運営など
   　　　　福祉向上に要する経費

・衛生費：検診、母子保健事業、ごみ収集処理などに要する
   　　　　経費

・農林業費：農林業振興、水路改修などに要する経費
・商工費：産業振興費、観光対策などに要する経費
・土木費：道路、河川、公園など公共施設の建設整備に要す
   　　　　る経費

・消防費：防災訓練など予防啓発、初期消防活動などに要す
   　　　　る経費

・教育費：学校教育、生涯教育などに要する経費
・災害復旧費：災害が発生した時に要する経費
・公債費：市債の返済に要する経費
・諸支出金：事業を継続的に行っていくための基金への積立
   　　　　　等に要する経費

・予備費：不測の事態により不足が生じた時に要する経費
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●部門別職員数の状況（各年４月１日現在）

（注）教育、総合計には教育長を含みます。

１　平成 18 年度から給料表の級区分が統合・再編されました。

●一般行政職の級別職員数等の状況（平成 23 年 4 月 1 日現在）

２　標準的な職務内容とは、それぞれの級に該当する代表的な職務を表しております。

（注）

岩 出 市 職 員 の 給 与 等 の 現 状

議会   総務
  企画 税務 民生 衛生   農林

  水産 商工 土木 一般行政
部門計 教育 水道 下水道 その他 総合計

平成 22 年 ３ 51 17 90 34 15 2 18 230 39 13 10 23 315

平成 23 年 ３ 49 19 91 35 16 2 20 235 38 13 11 23 320

新給料表
（平成 18 年度から）

　７級　理事・部長

　６級　次長・課長

　５級　副課長

　４級　課長補佐

　３級　係長

　２級　主事

　１級　主事

http://www.city.iwade.lg.jp/

岩出市職員の給与等の現状および人事行政の運営状況はホームページでご覧になれます。

●人件費の状況（普通会計決算）

（注）　人件費は、一般職の給与、退職手当、共済費のほか、特

　　　別職の職員の給与および報酬等の普通会計に属する部分

　　　について集計したものです。

平成 22 年度歳出額 14,785,512　千円

人件費 　　　  2,134,018　千円

人件費以外 12,651,494　千円

級別職員数の状況

14.4％

人件費

85.6％

人件費以外

2.6

７級

平成 18 年の構成比

（単位：％）

平成 23 年の構成比

2.2

12.2 10.6 10.6 10.6 9.5
12.9

18.5
12.9

25.4

41.3

21.2

9.5

６級 ５級 ４級 ３級 ２級 １級

（単位：人）
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（平成 23 年 4 月 1 日現在）●特別職の報酬等の状況

（平成 23 年 4 月 1 日現在）

●職員の平均年齢、平均給料月額の状況

●職員の期末手当・勤勉手当の状況

＊給与等勤務条件は、職員の給与に関する条例に基づき、給料のほか扶養手当、通勤手当、

　期末勤勉手当等が支給されます。学歴や職歴等及び在職者との初任給の調整があります。

＊技能労務職員については、給料表の３級までを運用し、給与の抑制をしております。

＊ラスパイレス指数とは、国家公務員の給料水準を 100 としたときの地方公務員の給料水準を示したものです。

　数値が低いほど人件費を抑制しているといえます。

●ラスパイレス指数の状況

●職員の初任給の状況

●職員の退職手当の状況

(  ) 内は、再任用職員に係る支給割合です。

（単位：月）

（平成 22 年 4 月 1 日現在）

（平成 23 年４月１日現在）

区　　分 岩出市 和歌山県 国

一般行政職 大学卒 172,200 円 178,800 円 Ⅱ種 172,200 円
高校卒 140,100 円 144,500 円 　　   140,100 円

岩出市

●職員の経験年数別、学歴別平均給料月額の状況

95.4 和歌山県

（平成 23 年４月１日現在）

（平成 23 年４月１日現在）

区　　分
経験年数
10 年以上～ 15 年未満

経験年数
20 年以上～ 25 年未満

一般行政職 大学卒 255,200 円 354,100 円
高校卒 224,200 円 304,000 円

区　分 期末手当
( 平成 22 年度支給割合 )

勤勉手当
( 平成 22 年度支給割合 )

合　計

６月期 1.25（0.65） 0.7（0.35） 1.95（1.00）
12 月期 1.35（0.8） 0.65（0.3） 2.0（1.1）

職制上の段階、職務の級等による加算措置：　有

区　分 自己都合 定年・勧奨
勤続 20 年 23.50 月分 30.55 月分
勤続 25 年 33.50 月分 41.34 月分
勤続 35 年 47.50 月分 59.28 月分
最高限度額 59.28 月分 59.28 月分

退職時特別昇給 無
その他の加算措置 定年前早期退職特例措置（2%～ 20%加算）

区　分 給料月額
期末手当

( 平成 22 年度支給割合 )
区　分 報酬月額

期末手当
( 平成 22 年度支給割合 )

給料
市　長 750,000 円

2.95 月分 報酬
議長 390,000 円

3.95 月分副市長 620,000 円 副議長 340,000 円
教育長 560,000 円 議員 310,000 円

区　分 平均年齢 平均給料月額 区分 平均年齢 平均給料月額

岩出市 一般行政職 40.5 歳 304,000 円 和歌山県 一般行政職 42.8 歳 338,161 円
技能労務職 50.8 歳 280,900 円 技能労務職 50.3 歳 338,967 円

全国市平均100.0 98.8
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人
権
に
つ
い
て

　
　
　

考
え
よ
う
6/9
回

（
１
）
課
題　

外
国
人
の
人
権　

（
２
）
基
本
的
な

　
　
　
　
　

考
え
方

　

近
年
の
グ
ロ
ー
バ
ル
経
済
の
進

展
、
国
際
交
流
の
活
発
化
に
伴
い
、

我
が
国
に
在
留
す
る
外
国
人
は
年
々

増
加
し
て
い
ま
す
。
日
本
国
憲
法

は
、
権
利
の
性
質
上
、
日
本
国
民

の
み
を
対
象
と
し
て
い
る
と
解
さ
れ

る
も
の
を
除
き
、
我
が
国
に
在
留
す

る
外
国
人
に
つ
い
て
も
、
等
し
く
基

本
的
人
権
の
享
有
を
保
障
し
て
い
ま

す
。

　

本
市
に
お
け
る
外
国
人
登
録
数

は
微
減
傾
向
に
あ
り
、
平
成
22

年
（
２
０
１
０
年
）
３
月
末
現
在

２
５
３
人
で
総
人
口
の
０
．５
％
を

占
め
て
い
ま
す
。

　

市
民
意
識
調
査
で
、「
日
本
に
居

住
す
る
外
国
人
に
関
す
る
事
柄
で
、

人
権
上
、
特
に
問
題
が
あ
る
こ
と

に
つ
い
て
」
の
設
問
に
対
し
、「
生

活
習
慣
の
違
い
が
受
け
入
れ
ら
れ
な

か
っ
た
り
、
宗
教
・
文
化
へ
の
理
解

や
認
識
が
十
分
で
な
い
」（
34
．６
％
）

が
最
も
高
い
割
合
に
な
っ
て
お
り
、

「
就
職
や
職
場
で
不
利
な
扱
い
を
受

け
る
」（
19
．２
％
）
が
次
に
高
い
割

合
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、「
日
本
に
居
住
す
る
外
国

人
の
人
権
を
守
る
た
め
に
、
特
に
必

要
な
こ
と
に
つ
い
て
」
の
設
問
に
対

し
て
、「
外
国
人
の
た
め
の
相
談
・

支
援
体
制
を
充
実
さ
せ
る
」（
34
．

２
％
）
が
最
も
高
い
割
合
に
な
っ
て

お
り
、
次
に
「
安
心
し
て
就
労
で
き

る
環
境
を
つ
く
る
」（
24
．１
％
）、「
日

本
語
の
学
習
や
日
本
の
文
化
、
習
慣

を
理
解
す
る
た
め
の
教
育
の
機
会
を

つ
く
る
」（
23
．１
％
）
の
順
に
な
っ

て
い
ま
す
。

　

今
後
と
も
国
際
化
が
ま
す
ま
す
進

む
中
で
、
外
国
人
と
日
本
人
の
交
流

の
機
会
を
増
や
し
、
か
つ
外
国
人
に

必
要
な
情
報
を
わ
か
り
や
す
く
適
切

に
伝
え
て
、
外
国
人
の
人
権
に
配
慮

し
、
誰
も
が
生
活
し
や
す
い
環
境
や

相
談
・
支
援
体
制
の
整
備
等
を
推
進

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

日
常
生
活
や
就
労
の
場
に
お
い

て
、
文
化
の
違
い
を
尊
重
す
る
と
と

も
に
、
日
本
人
と
同
様
に
外
国
人
も

平
等
に
扱
わ
れ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
さ
ら
に
そ
の
能
力
が
十
分
に
発

揮
さ
れ
る
な
ど
、
外
国
人
が
差
別
や

偏
見
を
受
け
る
こ
と
な
く
、
地
域
社

会
の
一
員
と
し
て
い
き
い
き
と
安
心

し
て
生
活
で
き
る
社
会
づ
く
り
を
進

め
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
市
民
が
外
国
人
と
の
交
流

や
外
国
の
文
化
、
習
慣
の
理
解
を
積

極
的
に
進
め
る
国
際
交
流
の
ま
ち
づ

く
り
を
め
ざ
し
ま
す
。

（
３
）
施
策
の

　
　
　
　

基
本
方
針

◆
国
際
理
解
教
育
お
よ
び
交

　

流
活
動
の
充
実

◆
情
報
提
供
や
相
談
事
業
の

　

充
実

「日本に居住する外国人の人権を守るために、特に必要なことはどのようなことだと思いますか」（市民意識調査の結果）    

外国人のための相談・支援体制を充実させる

外国人の人権を守るための教育・啓発活動を推進する

講座、交流イベントの開催など国際理解の機会を提供する

安心して就労できる環境をつくる

外国人の文化や生活習慣などへの理解を深める

日本国籍を持たないことによる不利益をなくす

日本語の学習や日本の文化、風習を理解するための教育機会をつくる

外国人の子どもの就学を支援する

日常生活に必要な情報を外国語で提供する

外国人に対する社会的諸制度の格差を是正する

その他

特にない

わからない

無回答

0% 20% 40% 50%10% 30%

34.2%

10.8%

17.4%

24.1%

22.2%

14.2%

23.1%

10.3%

10.2%

10.4%

1.1%

6.7%

15.6%

3.8%
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▲

合
同
啓
発
の
様
子

　

昭
和
23
年
（
１
９
４
８
年
）
12
月

10
日
の
第
３
回
国
際
連
合
総
会
で
、

基
本
的
人
権
お
よ
び
自
由
を
尊
重
し

確
保
す
る
た
め
に
、
世
界
の
す
べ
て

の
人
々
と
国
々
と
が
達
成
す
べ
き
共

通
の
基
準
と
し
て
、「
世
界
人
権
宣

言
」
が
採
択
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
日

を
記
念
し
て
、
国
際
連
合
は
、
12
月

10
日
を
「
人
権
デ
ー
」
と
定
め
ま
し

た
。

　

我
が
国
で
は
、
毎
年
12
月
10
日
を

最
終
日
と
す
る
一
週
間
を
「
人
権
週

間
」
と
定
め
、
世
界
人
権
宣
言
の
意

義
を
訴
え
る
と
と
も
に
人
権
尊
重
思

想
の
普
及
高
揚
に
努
め
て
い
ま
す
。

　

法
務
省
の
人
権
擁
護
機
関
で
は
、

本
年
度
の
啓
発
活
動
重
点
目
標
を

「
み
ん
な
で
築
こ
う　

人
権
の
世
紀

～
考
え
よ
う　

相
手
の
気
持
ち　

育

て
よ
う　

思
い
や
り
の
心
～
」
と
定

め
、
啓
発
活
動
を
積
極
的
に
展
開
し

て
い
ま
す
。

　

岩
出
市
で
は
、
オ
ス
ト
メ
イ
ト
の

方
々
の
社
会
参
加
を
促
進
す
る
た
め

に
市
の
施
設
に
オ
ス
ト
メ
イ
ト
対
応

ト
イ
レ
を
以
下
の
施
設
に
設
置
し
て

い
ま
す
。

○
オ
ス
ト
メ
イ
ト
対
応
ト
イ
レ
と
は

　
　

オ
ス
ト
メ
イ
ト
と
は
、
大
腸
や

　

ぼ
う
こ
う
の
手
術
に
よ
り
、
人
工

　

肛
門
や
人
工
膀
胱
と
な
っ
た
方
た

　

ち
の
こ
と
を
い
い
ま
す
。

　
　

オ
ス
ト
メ
イ
ト
の
方
は
、
ス
ト

　

ー
マ
（
お
腹
に
あ
る
人
工
の
排
泄

　

口
）
の
先
に
つ
な
が
っ
て
い
る
装

　

11
月
１
日
（
火
）
早
朝
か
ら
、
岩

出
駅
・
船
戸
駅
前
に
お
い
て
、「
人

権
を
考
え
る
強
調
月
間
」お
よ
び「
同

和
運
動
推
進
月
間
」
の
一
環
事
業
と

し
て
、
合
同
啓
発
を
行
い
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
岩
出
市
人
権
啓
発
推
進

委
員
会
、
那
賀
振
興
局
、
市
が
協
力

し
て
、
通
勤
・
通
学
な
ど
で
駅
を
利

用
さ
れ
る
方
々
に
啓
発
グ
ッ
ズ
を
配

布
し
、
人
権
尊
重
意
識
の
普
及
高
揚

を
図
り
ま
し
た
。

つ
北
朝
鮮
当
局
に
よ
る
人
権
侵
害
問

題
の
実
態
を
解
明
し
、
そ
の
抑
止
を

図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
平
成
18

年
６
月
に
、「
拉
致
問
題
そ
の
他
北

朝
鮮
当
局
に
よ
る
人
権
侵
害
問
題
へ

の
対
処
に
関
す
る
法
律
」
が
施
行
さ

れ
ま
し
た
。

　

こ
の
法
律
に
は
、
国
お
よ
び
地
方

公
共
団
体
の
責
務
等
が
定
め
ら
れ
る

と
と
も
に
、
毎
年
12
月
10
日
か
ら
同

月
16
日
ま
で
を
「
北
朝
鮮
人
権
侵
害

問
題
啓
発
週
間
」
と
す
る
こ
と
と
さ

れ
ま
し
た
。

　

拉
致
問
題
は
、
我
が
国
の
喫
緊
の

国
民
的
課
題
で
あ
り
、
こ
の
解
決
を

始
め
と
す
る
北
朝
鮮
当
局
に
よ
る
人

権
侵
害
問
題
へ
の
対
処
が
、
国
際
社

会
を
挙
げ
て
取
り
組
む
べ
き
課
題
と

さ
れ
る
中
、
こ
の
問
題
に
つ
い
て
の

関
心
と
認
識
を
深
め
て
い
く
こ
と
が

大
切
で
す
。

　

具
（
蓄
便
袋
、
蓄
尿
袋
）
を
常
に

　

装
着
し
て
い
ま
す
。
こ
の
装
具
に

　

あ
る
程
度
溜
ま
っ
た
と
こ
ろ
で
、

　

ト
イ
レ
に
流
す
な
ど
の
方
法
で
処

　

理
し
て
い
ま
す
が
、
そ
の
処
理
を

　

容
易
に
で
き
る
の
が
オ
ス
ト
メ
イ

　

ト
対
応
ト
イ
レ
で
す
。

ま
す
。

　

事
故
や
病
気
な
ど
に
よ
っ
て
、
障

害
は
だ
れ
に
も
生
じ
得
る
も
の
で

す
。
障
害
は
多
種
多
様
で
、
外
見

で
は
分
か
ら
な
い
障
害
も
あ
り
ま

す
。
障
害
に
よ
る
不
自
由
さ
は
あ
っ

て
も
、
周
囲
の
理
解
や
配
慮
が
あ
れ

ば
で
き
る
こ
と
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま

す
。

　

障
害
の
あ
る
方
の
意
見
を
聞
い

て
、
日
常
生
活
や
事
業
活
動
の
中
で

で
き
る
配
慮
や
工
夫
を
一
緒
に
考
え

て
み
ま
し
ょ
う
。
だ
れ
も
が
暮
ら
し

や
す
い
共
生
社
会
の
実
現
は
、
そ
う

し
た
一
歩
か
ら
始
ま
り
ま
す
。

　

北
朝
鮮
当
局
に
よ
る
人
権
侵
害
問

題
に
関
す
る
国
民
の
認
識
を
深
め
る

と
と
も
に
、
国
際
社
会
と
連
携
し
つ

　
「
障
害
者
週
間
」
は
、
国
民
の
皆

さ
ん
に
広
く
障
が
い
者
の
福
祉
に
つ

い
て
関
心
と
理
解
を
深
め
て
い
た
だ

く
と
と
も
に
、
障
が
い
者
が
社
会
、

経
済
、
文
化
そ
の
他
あ
ら
ゆ
る
分
野

の
活
動
に
、
積
極
的
に
参
加
す
る
意

欲
を
高
め
る
た
め
、
設
け
ら
れ
て
い

※
オ
ス
ト
メ
イ
ト
マ
ー
ク
と
は
？

　

人
工
肛
門
や
人
工
膀
胱
と
な
っ
た

　

方
（
オ
ス
ト
メ
イ
ト
）
の
た
め
の

　

設
備
が
あ
る
こ
と
を
表
し
て
い
ま

　

す
。
オ
ス
ト
メ
イ
ト
対
応
の
ト
イ

　

レ
の
入
口
・
案
内
誘
導
プ
レ
ー
ト

　

に
表
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

第
63
回
人
権
週
間

12
月
４
日
～
10
日

﹁
人
権
を
考
え
る
強
調
月
間
﹂

お
よ
び
﹁
同
和
運
動
推
進
月

間
﹂
に
お
け
る
啓
発
活
動
を

実
施
し
ま
し
た

北
朝
鮮
当
局
に
よ
る
人

権
侵
害
問
題
に
対
す
る

認
識
を
深
め
よ
う

12
月
３
日
か
ら
12
月

９
日
ま
で
は
﹁
障
害

者
週
間
﹂
で
す

オ
ス
ト
メ
イ
ト
対
応

ト
イ
レ
を
設
置
し
て

い
ま
す

○
設
置
場
所

　

・
岩
出
市
役
所
１
階　

身
体
障
害

　
　

者
用
ト
イ
レ

　

・
岩
出
市
総
合
保
健
福
祉
セ
ン
タ

　
　

ー
（
あ
い
あ
い
セ
ン
タ
ー
）　

　
　

１
階　

身
体
障
害
者
用
ト
イ
レ

　

・
岩
出
市
立
市
民
総
合
体
育
館　

　
　

１
階　

身
体
障
害
者
用
ト
イ
レ

　

・
岩
出
市
立
岩
出
図
書
館　

身
体

　
　

障
害
者
用
ト
イ
レ

▲オストメイトマーク※
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news
iwade

　

平
成
24
年
１
月
３
日
（
火
）
午
前

９
時
か
ら
、
大
宮
緑
地
総
合
運
動
公

園
に
お
い
て
、
消
防
団
出
初
式
を
行

い
ま
す
。

　

部
隊
視
閲
、
永
年
勤
続
者
等
の
表

彰
、
全
部
隊
に
よ
る
一
斉
放
水
を
披

露
い
た
し
ま
す
の
で
、
ご
観
覧
い
た

だ
き
ま
す
よ
う
お
知
ら
せ
い
た
し
ま

す
。 平

成
24
年

岩
出
市
消
防
団

　
　
　
　

出
初
式

旭日双光章

藤井　壯一郎

受章おめでとうございます

福元　千鶴
ふくもと

（岩出市民生委員児童委員協議会　会長）

（教育功労／元　公立中学校長）

民生委員・児童委員功労者

（岩出市民生委員児童委員協議会　副会長）

瑞宝双光章

熊代　正一

沖見　昌幸

（社会連帯推進功労／元　和歌山県生活学校
　　　　　　　　　　　　　  連絡協議会会長）

瑞宝双光章

（警察功労／元　和歌山県警部）曽和　徹郎

（警察功労／元　和歌山県警視）

（岩出市民生委員児童委員協議会　岩出地区会長）

（警察功労／元　警視正）

高齢者叙勲

秋の叙勲

危険業務従事者叙勲

高齢者叙勲高齢者叙勲

和歌山県社会福祉協議会会長表彰

ち　ず

ご　み いわお

そ　わ てつお

はざま とらお

くましろ まさかず

おきみ まさゆき

ほんだ ひろよ

ふじい そういちろう

本田　博代

五味　巖

硲　虎男

　

任
期
満
了
に
よ
る
藤
崎
井
・
小
田

井
土
地
改
良
区
総
代
選
挙
が
、
次
の

と
お
り
執
行
さ
れ
ま
す
。

○
選
挙
期
日

　

平
成
23
年
12
月
27
日
（
火
）

○
立
候
補
届
出
期
間

　
（
受
付
日
）

　

平
成
23
年
12
月
20
日
か
ら
21
日
ま

　

で
（
２
日
間
）

　
（
受
付
時
間
）

　

午
前
８
時
30
分
か
ら
午
後
５
時
ま

　

で
○
届
出
場
所

　
（
藤
崎
井
土
地
改
良
区
）

　

岩
出
市
役
所
（
総
務
課
内
選
挙
管

　

理
委
員
会
）

　
（
小
田
井
土
地
改
良
区
）

　

紀
の
川
市
役
所
（
総
務
課
内
選
挙

　

管
理
委
員
会
）

　
　

な
お
、
立
候
補
届
出
等
、
詳
し

　

く
は
、
岩
出
市
選
挙
管
理
委
員
会

　

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

℡
62―

２
１
４
１
（
内
線
１
２
５
）

藤
崎
井
・
小
田
井
土

地
改
良
区
総
代
選
挙

が
執
行
さ
れ
ま
す

▲
岩
出
市
消
防
団
に
よ
る

　
　
　
　
　

一
斉
放
水
の
様
子
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news iwade

　

岩
出
市
で
は
、
平
成
24
年
成
人
式

を
次
の
と
お
り
挙
行
い
た
し
ま
す
の

で
、
新
し
く
成
人
に
な
ら
れ
た
方

は
、
是
非
ご
出
席
く
だ
さ
い
。

　

本
市
出
身
者
で
、
現
在
、
市
外
に

在
住
さ
れ
て
い
る
方
も
ご
参
加
い
た

だ
け
ま
す
。

　

な
お
、
当
日
は
華
美
な
服
装
は
ご

遠
慮
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
ご
両
親
や
祖
父
母
の
皆
様

も
、
お
誘
い
合
わ
せ
の
上
、
是
非
ご

参
加
く
だ
さ
い
。

○
対
象
者

　

平
成
３
年
４
月
２
日
か
ら
平
成

　

４
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ

　

た
方

○
開
催
日
時

　

平
成
24
年
１
月
９
日
（
祝
）

　

午
前
９
時　

受
付

　

午
前
９
時
30
分　

開
式

○
内
容

　

第
一
部　

式
典

　

第
二
部　

記
念
イ
ベ
ン
ト

　

第
三
部　

記
念
撮
影

○
開
催
場
所

　

岩
出
市
立
市
民
総
合
体
育
館

○
問
い
合
わ
せ
先

　

岩
出
市
教
育
委
員
会

　

生
涯
学
習
課
青
少
年
女
性
係

　

℡
62―

２
１
４
１
（
内
線
２
８
２
）

　12 月 29 日（木）から 1 月 3 日（火）まで一般

事務は休ませていただきます。

　なお、1 月 4 日（水）からは、午前 8 時 45 分よ

り平常どおり事務を行います。

○問い合わせ先
　総務課総務係　℡ 62-2141（内線 126）

新
成
人
の
門
出
を
お
祝
い
し
ま
す

祝　

岩
出
市
誕
生
５
周
年

平
成
24
年
成
人
式
開
催

年末年始の市役所事務

市役所から年末年始のお知らせです

年末年始のバス運行

　9 月 30 日（金）に岩出市役所において「ＪＡ交通

安全対策事業贈呈式」が実施されました。

　ＪＡ紀の里様から、交通安全教育等のために、交通

安全指導車他６点の寄贈を受けました。

　寄贈していただいた物品については、今後の交通安

全教育、啓発活動等に活用していきます。

○岩出市巡回バス
○紀の川コミュニティバス
　どちらも 1 月 1 日（日）から 3 日（火）まで運

　休いたします。

○大阪方面バス（岩出～樽井線）
　12 月 30 日（金）から 1 月 3 日（火）までは、土・

　休日用ダイヤで運行いたします。

○問い合わせ先
　・和歌山バス那賀　℡ 75-2151

　・南海ウイングバス南部　℡ 072-467-0601

　・岩出市総務課総務係　℡ 62-2141（内線 126）

ＪＡ紀の里様から交通安全対策物品
の寄贈を受けました
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news iwade

第
６
回　

祝　

岩
出
市
誕
生
５
周
年

岩
出
市
文
化
祭　

盛
会
に
終
わ
る

　
「
つ
な
ご
う　

人
の
輪　

文
化
の

和
」
を
テ
ー
マ
に
第
６
回
岩
出
市
文

化
祭
を
11
月
５
日
・
11
月
６
日
の
２

日
間
に
わ
た
り
開
催
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
前
夜
祭
と
し
て
11
月
４
日

に
生
涯
学
習
を
考
え
る
つ
ど
い
「
小

川
友
子
ピ
ア
ノ
ソ
ロ
と
ア
ン
サ
ン
ブ

ル
コ
ン
サ
ー
ト
～
気
軽
に
ク
ラ
シ
ッ

ク
～
」
と
題
し
た
コ
ン
サ
ー
ト
を
行

い
、
双
方
と
も
多
く
の
方
に
ご
来
場

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

文
化
祭
に
お
い
て
は
、
展
示
の

部
で
市
民
の
皆
様
や
市
内
の
子
ど
も

た
ち
に
よ
る
力
作
が
数
多
く
出
展
さ

れ
、
多
く
の
方
に
ご
観
覧
い
た
だ
き

ま
し
た
。
ま
た
、
小
ホ
ー
ル
で
は

文
化
協
会
芸
能
部
の
方
が
歌
や
踊
り

を
、
園
児
た
ち
が
可
愛
い
演
技
を
披

露
し
て
く
れ
ま
し
た
。
ふ
れ
あ
い
の

広
場
や
各
種
コ
ー
ナ
ー
に
お
い
て
も

多
彩
な
催
し
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

去
る
11
月
３
日
～
27
日
ま
で
の

間
、
民
俗
資
料
館
に
お
い
て
「
根
来

寺
遺
跡
出
土
の
茶
道
具
拝
見―

出
土

品
か
ら
茶
の
湯
を
み
て
み
よ
う―

」

を
テ
ー
マ
に
秋
季
企
画
展
を
開
催
い

た
し
ま
し
た
。

　

期
間
中
は
、
市
民
の
皆
様
は
も
と

よ
り
、
市
外
か
ら
も
多
く
の
方
々
に

ご
来
館
い
た
だ
き
誠
に
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

岩
出
市
で
は
、
今
年
５
月
22
日
に

田
辺
市
で
行
わ
れ
た
第
62
回
全
国
植

樹
祭
の
関
連
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
岩
出

市
地
域
植
樹
を
次
の
と
お
り
開
催
し

ま
す
の
で
、
ご
参
加
く
だ
さ
い
ま
す

よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

○
開
催
日
時

　

12
月
17
日
（
土
）

　

午
前
９
時
30
分
～
午
前
11
時
30
分

　

岩
出
市
農
業
委
員
会
で
は
、
農
業

委
員
の
選
挙
に
つ
き
、
毎
年
農
家

の
選
挙
資
格
者
を
調
査
し
、
選
挙
人

名
簿
を
調
製
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。

　

次
の
選
挙
資
格
者
に
該
当
す
る
方

は
、
平
成
24
年
１
月
10
日
ま
で
に
農

業
委
員
会
へ
申
請
書
を
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

○
選
挙
資
格
者

　

平
成
24
年
１
月
１
日
現
在
岩
出
市

内
に
在
住
し
、
満
20
歳
以
上
の
方

で
、
10
ア
ー
ル
以
上
の
農
地
を
耕
作

し
年
間
60
日
以
上
農
業
に
従
事
し
て

い
る
方
。

　

詳
し
く
は
、
岩
出
市
農
業
委
員
会

（
℡
62―

２
１
４
１　

内
線
２
３
５
）

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

岩
出
市
地
域
植
樹
を

開
催
し
ま
す

農
業
委
員
会
選
挙
人
名

簿
登
載
申
請
書
の
提
出

に
ご
協
力
く
だ
さ
い

▲

そ
う
へ
ぃ
ち
ゃ
ん
ち
ぎ
り
絵

コ
ー
ナ
ー
の
様
子

▲

山
崎
民
踊
サ
ー
ク
ル

　
　
　
　

に
よ
る
民
踊
の
様
子

秋
季
企
画
展
を

開
催
し
ま
し
た

○
開
催
場
所

　

・
岩
出
市
根
来
２
２
２
２―

１

　
　

根
来
公
園
墓
地
内

○
問
い
合
わ
せ
先

　

農
林
経
済
課

　

℡
62―

２
１
４
１
（
内
線
２
３
４
）

▲

根
来
寺
遺
跡
出
土
の
茶
道
具
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税務課
からのお知らせ

【問い合わせ先】
税務課　　　　TEL.62-2141（代）
市民税係　　　内線141~144
固定資産税係　内線145~147
納税係　　　　内線151~153

平成 23 年度固定資産税

第３期分の納期限は、

12 月 26 日（月）です。

期日に遅れないようにお

納めください。

固定資産税納期

　給与の支払いを受ける人は、「給与所得者の扶養控除等（異動）申告書」下欄の「住民税に関する事項」16
歳未満の扶養親族についても忘れずに記入して、給与の支払者に提出してください。

※所得税は平成 23 年分から、個人住民税は平成 24 年度分から、16 歳未満の扶養親族に対する扶養控除は廃
　止されます。
　しかし、個人住民税の非課税限度額の算定（非課税になるかどうかの判定の計算）等の際に使用するため、
　16 歳未満の扶養親族の方を申告していただくものです。

給与所得者の扶養控除等（異動）申告書の
　　　　　　　　　　　　　　住民税に関する事項の記入も忘れずに

住民税に関する事項：16 歳未満の扶養親族を記入

家屋を滅失されたときは・・・

②登記がない場合①登記がある場合

上記いずれかの手続きが必要です。

法務局へ『滅失登記』

※滅失登記が遅れる場合は

　市役所へ『家屋滅失届』

市役所へ
　　『家屋滅失届』

家屋を取り壊したら・・・
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滞
納
処
分
を
強
化

　

納
税
は
憲
法
で
定
め
ら
れ
た
国
民
の
義

務
で
す
。
ま
た
、
市
が
提
供
す
る
福
祉
や

教
育
を
は
じ
め
と
し
た
さ
ま
ざ
ま
な
サ
ー

ビ
ス
は
、
市
税
を
主
な
財
源
と
し
て
い
ま

す
。

　

市
税
の
滞
納
は
、市
の
財
政
を
圧
迫
し
、

市
民
サ
ー
ビ
ス
に
支
障
を
き
た
す
こ
と
に

な
り
か
ね
ま
せ
ん
。
ま
た
、
納
期
内
に
税

金
を
き
ち
ん
と
納
め
て
い
る
大
多
数
の
皆

さ
ん
と
の
公
平
性
を
欠
く
こ
と
に
な
り
ま

す
。

　

岩
出
市
で
は
、
収
入
や
財
産
が
あ
り
な

が
ら
市
税
を
納
付
し
よ
う
と
し
な
い
滞
納

者
に
対
し
て
の
滞
納
処
分
（
差
押
え
等
）

を
強
化
し
て
お
り
、
滞
納
者
に
つ
い
て
、

財
産
調
査
（
預
貯
金
調
査
、
生
命
保
険
調

査
、
勤
務
先
へ
の
給
与
支
給
状
況
の
調
査

な
ど
）
を
積
極
的
に
行
っ
て
い
ま
す
。

滞
納
す
る
と
こ
う
な
り
ま
す
。

12
月
は
市
税
滞
納
整
理
強
化
月
間
で
す

滞
納
は許

し
ま
せ
ん
！

延
滞
金
は
年
率
14
・
６
％

　

税
金
を
納
期
内
に
納
め
な
か
っ
た
場
合

は
、
本
税
の
ほ
か
に
延
滞
金
が
か
か
り
ま

す
。
延
滞
金
は
、
必
ず
納
め
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。

　

延
滞
金
は
、
未
納
税
額
に
対
し
て
地
方

税
法
の
定
め
に
よ
り
年
14
・
６
％
の
割
合

24
時
間
納
付
可
能

　

全
国
の
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
で
市

税
等
を
納
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。休
日
、

夜
間
等
を
問
わ
ず
、
い
つ
で
も
市
税
等
を

納
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

ご
利
用
で
き
る
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト

ア
と
納
付
で
き
る
市
税
等
に
つ
い
て
は
、

次
の
ペ
ー
ジ
に
一
覧
を
掲
載
し
て
お
り
ま

す
の
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

納
期
内
に
納
付
を

　

税
金
を
納
期
内
に
納
め
な
か
っ
た
方
に

は
、
ま
ず
督
促
状
が
送
付
さ
れ
ま
す
。

　

こ
の
督
促
状
が
発
送
さ
れ
た
日
か
ら
起

算
し
て
10
日
を
経
過
し
た
日
ま
で
に
そ
の

税
金
を
完
納
し
な
か
っ
た
と
き
に
は
、
市

は
滞
納
者
の
財
産
（
預
金
、
生
命
保
険
、

給
与
な
ど
）
を
差
し
押
さ
え
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
こ
と
が
法
律
で
定
め
ら
れ
て
い
ま

す
。

で
計
算
し
ま
す
。

※
納
期
限
の
翌
日
か
ら
１
か
月
間
に
つ
い
て

は
、
日
本
銀
行
法
の
規
定
に
よ
り
定
め
ら
れ
る

商
業
手
形
の
基
準
割
引
率
に
年
４
％
を
加
算
し

た
割
合
（
特
例
基
準
割
合
）
と
な
り
ま
す
。

※

税務課からのお知らせ
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税金などの納付は便利なお近くのコンビニで！

【注意事項】

○納付書をご利用の際は、切り離さずにコンビニまでお持ちください。

○納付の際には納期限をご確認いただき、納期内の納付書をお持ちください。

○納付の確認ができるまで２～３週間程度かかります。この間に納税証明書の申請をされる場合には、領収書を必ずご持

　参ください。

○領収書は大切に保管してください。

　岩出市では、従来からの市指定取扱金融機関や市役所窓口に加えて、全国のコンビニでも税金などを納めていただくこ

とができます。

　 “ いつでも、どこでも ” お近くのコンビニで気軽に納付してください。

　納付にあたっては、下記のコンビニであれば全国どこの店舗でも手数料なしでご利用いただけます。

市県民税（普通徴収のみ）、固定資産税・都市計画税、軽自動車税、保育料、国民健康保険税、

後期高齢者医療保険料、学校給食費、住宅使用料、上下水道料金

○エーエム・ピーエム 　○エブリワン 　　　 ○ＭＭＫ設置店 　　　　　　 ○くらしハウス      ○ココストア

○コミュニティ・ストア 　○サークルＫ 　　　 ○サンクス 　　　　　　 ○スパー北海道      ○スリーエイト

○スリーエフ 　　　   　○生活彩家 　　　 ○セイコーマート 　　    　　　 ○セーブオン　      ○セブン－イレブン

○デイリーヤマザキ 　○ファミリーマート   ○ポプラ 　　　　　　   　　　 ○ミニストップ 

○ヤマザキスペシャルパートナーショップ            ○ヤマザキデイリーストアー　 ○ローソン　　　 （50 音順）

◆ コンビニで納付できるもの

◆ 次の場合はコンビニで納付できません。納付書記載の金融機関や市役所の窓口で納付してください。

　・納付書にバーコードが印刷されていないもの　　　　　　・納期限を過ぎたもの

　・破損、汚損などによりバーコードを読み取れないもの　　・納付額が３０万円を超えるもの

　・金額が訂正されたもの

◆ 納付できるコンビニエンスストア
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保険年金課
からのお知らせ

【問い合わせ先】
保険年金課　　TEL.62-2141（代）
国保 ・ 年金係　内線176・193
介護保険係　　内線189・198
保健医療係　　内線167・183

　

　

　国民健康保険は、病気やけがなどに備え、みなさんの

健康を守るための相互扶助の制度です。国保税は、この

制度を健全に運営するためのもので、みなさんに公平に

負担をお願いしています。

　そのため、災害その他特別の事情がないにもかかわら

ず、納期限から１年を経過しても納付されない場合は、

次のような措置をとらせていただきます。

○問い合わせ先
　国保・年金係（内線 187・188）

２、預貯金や給与等を差し押さえる場合があり
　　ます。（差し押さえられた預貯金等はお返し
　　することができません。）

　8 日（木）・22 日（木）午後８時まで

  12 月の夜間納税相談日

１、保険証に替えて「資格証明書」を交付します。
　「資格証明書」の交付を受けると、

　①保険証を交付された場合と同様に、国保税は課税さ

　　れます。

　②医療費の全額を自費で支払い、後日国保・年金係へ

　　申請をすれば、保険給付分の払い戻しを受けられます。

　　ただし、払い戻し額の全額または一部を差し止める

　　ことがあります。

国保税の納め忘れはありませんか

★今月は「滞納整理強化月間」のため、次のとおり夜

　間納付・納税相談窓口を開設いたします。

12 月 12 日（月）～ 16 日（金）
午後 7 時まで

★納付が困難な場合は、保険年金課国保・年金係まで

　納税相談にお越しください。

開設日

　

・国民健康保険税第 7 期
・介護保険料普通徴収第 7 期
・ 後期高齢者医療保険料第 6 期

※便利で確実な口座振替制度をご利
　用ください。

納期限

納期限は
12 月 26 日（ 月 ）
です。

のお知らせ

※期日に遅れないようにお納めくだ
　さい。

納め忘れはないですか？
　　　　　　　国民年金保険料

○国民年金を受けとるには
　　国民年金は、20 歳から 60 歳までの 40 年間定額保険料を完納して、

　満額の「老齢基礎年金」を受け取ることができます。

　　また、病気や事故で障害の状態になったときの「障害基礎年金」や

　大切な一家の担い手を失ったときに残された家族に「遺族基礎年金」

　が支給されますが、これらの年金を受け取るには、一定の保険料につ

　いて未納がないことが条件となります。

※国民年金保険料の納付書は、日本年金機構または年金事務所から送

　付されますので、保険料は遅れずに納付しましょう。

※国民年金保険料の未納が続く場合には、法に定める処分が開始され

　ることもあります。

○国民年金保険料の納付は口座振替が便利です
　　口座振替をご利用されると保険料を納める手間が省け、納め忘れも

　なくなります。手続き先は、市役所・年金事務所または金融機関です。

○国民年金保険料の納付が困難なときは
　　保険料の納付が困難な場合、申請により一定の条件に該当すれば、

　保険料の納付が猶予・免除となる「国民年金保険料免除・納付猶予制

　度」や学生の方の「学生納付特例制度」があります。

○問い合わせ先
　国保・年金係（内線 192）
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～みんなで楽しく元気に介護予防をしましょう～

※運動を伴う教室になりますので、かかりつけの医師による

　運動可否の確認が必要になります。

　・かかりつけ医にご相談ください。

　・運動不可の方は、介護予防教室の受講はできません。

○申し込み・問い合わせ先
　 介護保険係（内線 189）

シニアエクササイズ教室（14 期生）参加者募集！

　○対象　岩出市に住民登録されている 65 歳以上の要支援・要介護認定を受けていない

　　　　　元気な方

　○日時　平成 24 年 1 月 5 日から平成 24 年 3 月 22 日までの毎週木曜日（12 回）

　　　　　午後 1 時 30 分から午後 3 時 30 分（親睦会を行う場合は、午後 4 時頃まで）

　○場所　岩出市総合保健福祉センター（あいあいセンター　2 階トレーニングルーム）

　○内容　ステップ運動、イスやマットを使った簡単な筋力トレーニング等

　　　　　　週１回の教室に加え、自宅でトレーニングを行い、3 ヶ月間の効果を実感してい

　　　　　ただきます。

　○参加費　無料（軽食を注文する場合は、別途必要）

　○定員　20 名（応募者多数の場合は先着順になります。）

　○受付期間　平成 23 年 12 月 1 日（木）～ 12 月 15 日（木）（ただし、土・日は除く）

第 4 回「介護保険事業計画等作成委員会」を傍聴してみませんか

保険年金課介護保険係まで申し込みください。（電話可）

　介護保険事業等を円滑に実施するために、介護保険事

業計画等作成委員会において、岩出市介護保険事業計画

および高齢者福祉計画の見直しを行っています。

　なお、委員会は傍聴することができますので、保険年

金課介護保険係までお問い合わせください（ただし、内

容によっては非公開となる場合もあります）。

12 月上旬～ 12 月中旬（予定）

希望者多数の場合は、先着順になります。

事前申し込み

○問い合わせ先
　介護保険係（内線 179）

※開催日が決まり次第、市ウェブサイトに掲載します。

傍聴者の定員８名

開　催　日　時
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～所得税や住民税の障害者控除について～
　確定申告を行う前年の 12 月 31 日において満 65 歳以上の要介護認定者で、下表のいずれかの要件
を満たす方は、申請により、岩出市が発行する「障害者控除対象者認定書」をもとに、所得税や住民
税の障害者控除を受けることができます。

※「認知症高齢者の日常生活自立度」・「障害高齢者の日常生活自立度（寝たきり度）」とは要介護認定において、対象者

　の日常生活における自立の程度を評価した項目であり、全国で統一された判定基準に照らし合わせてランク付けされて

　います。

①障害者控除対象者認定申請書を市役所保険年金課介護保険係に提出します。（申請書は介護保険係にあり

　ます。）申請の際に、申請者および対象者の印鑑が必要です。

②申請後、介護保険係にて審査し、条件に該当する方には「障害者控除対象者認定書」を、該当しない方には「障

　害者控除対象者非該当通知書」を送付します。

③確定申告の際に、必要書類と併せて「障害者控除対象者認定書」をご持参ください。

※この認定書は、税の申告にのみ利用でき、他のサービス等には利用できません。

　所得税法や地方税法では、所得申告する本人または扶養親族等が障害者に該当する場合、「障害者控除」

として一定金額を所得から控除できることが定められています。

　この障害者控除の対象となる人は、一般的には、身体障害者手帳や精神障害者保健福祉手帳の交付を受け

ている人ですが、手帳を持っていなくても「年齢が満 65 歳以上の人で、精神または身体に障害があり、そ

の障害の程度が前記の人に準ずるとして市町村長の認定を受けている人」も、障害者控除を受けることがで

きます。「障害者控除対象者認定書」の交付は、これらの法令等に基づいて実施するものです。

認定の対象者（65 歳以上の方）

適用される区分
障害者 特別障害者

知的障害者（軽度・中

度）に準ずる方

身体障害者（３～６級）

に準ずる方

知的障害者（重度）に

準ずる方

身体障害者（１・２級）

に準ずる方

条　件

要介護 1 以上で認知症

高齢者の日常生活自立

度がⅡ a 以上であるこ

と。

要介護 1 以上で障害高

齢者の日常生活自立度

（寝たきり度）が A １以

上であること。

要介護３以上で認知症

高齢者の日常生活自立

度がⅣ以上であること。

要介護３以上で障害高

齢者の日常生活自立度

（寝たきり度）が B １以

上であること。

控除される金額
所得税・・・27 万円
住民税・・・26 万円

所得税・・・40 万円
住民税・・・30 万円

○問い合わせ先
　介護保険係（内線 198）

「障害者控除」とは？

控除を受けるまでの手順
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　地域のケアマネジャーが日常業務をしやすいよう

支援を行うとともに、関係機関などの連携やケアマ

ネジャー同士が情報を共有できるようネットワーク

づくりを行い、高齢者の方々が暮らしやすい地域づ

くりにつなげていきます。

　

　岩出市地域包括支援センターは高齢者の皆さんが、いつまでも住みなれた地域で安心して生活を続けられるように

介護・福祉・健康・医療など、様々な面から高齢者やその家族を支援する機関として、平成 18 年 4 月に岩出市役所

内に設置されました。

　センターには、主任介護支援専門員、保健師、社会福祉士が配置されており、各機関と連携をとりながら高齢者の

支援を行います。

地域包括支援センターはどんなことをしてるの？

★高齢者の生活や介護などでお困りのことがありま

　したら地域包括支援センターにご相談ください。

○問い合わせ先
　岩出市地域包括支援センター（岩出市役所内）

　℡ 62-2141（内線 178・195）

　後期高齢者医療制度にご加入のみなさんの健康の保

持・増進のために、年に１回後期高齢者健診を行ってい

ます。

○健診は「転ばぬ先の杖」
　　この健診は、生活習慣病やその予備群を早期に発見

　し、状態が軽いうちに早めに治療や予防につなげるこ

　とで重症化を防ぐことを目的としています。

　　いつまでも健やかに過ごすために、まだ受けられて

　いない方は、ぜひ年に１度の健診を受けましょう。

○期間　受診券受理の翌月から平成 24 年 2 月 29 日まで

○場　　所　健診実施医療機関（受診券と一緒に一覧表

　　　　　　を送付）

○対  象  者　75 歳以上の方（65 歳以上 75 歳未満で一

　　　　　　定の障害認定を受けられた方を含む）

○費　　用　600 円

○申込方法　対象者に送付した往復はがきの申込書を郵

　　　　　　送または電話申込（平成 24 年 1 月 20 日

　　　　　　まで受付）してください。

○申  込  先　和歌山県後期高齢者医療広域連合

　　　　　　℡ 073-428-6688

　要支援１・２の介護認定を受けている方に対して

介護予防サービスを利用できるよう介護予防ケアプ

ランを作成します。要介護認定を受けていない方や

「非該当」の認定を受けられた方に対しては、要介護

状態になることを予防するための介護予防事業の利

用について情報提供し、介護予防の取り組みを支援

していきます。

地域包括支援センターってどんなところ？

受けていますか？後期高齢者健診 ～後期高齢者医療制度にご加入の方へ～

　高齢者の権利や財産を守る権利擁護業務や虐待の

早期発見・対応や防止を進めていきます。また高齢

者の財産管理や、悪徳商法の被害に合わないよう財

産と権利を守るため、必要な方には成年後見制度等

の活用を支援していきます。

　高齢者の介護や介護予防、福祉・医療などの総合

的な相談を行います。相談内容に応じて、適切な機

関と連絡をとり、必要な情報やサービスの提供、関

係機関の紹介などにより、問題解決に努めます。

１．介護予防ケアマネジメント

２．権利擁護

３．総合相談

４．包括的・継続的ケアマネジメント支援
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　申請により対象者に受給者証を発行し、医療費の助成を行う制度です（保険適用外の治療費・文書代・予防接種・

検診・入院時の食事代などは助成の対象外です）。すべての制度にそれぞれ「所得制限」や「資格要件」が設けられ

ています。詳しくは、次の問い合わせ先へお問い合わせください。

○納付相談日

67 歳～ 69 歳までの方が、1 割負担で医療を受けることができる制度

です。（資格要件等詳細については、次の問い合わせ先までご連絡く

ださい。）

○ひとり親家庭医療費助成事業

　以下の障害等級のうちいずれかをお持ちの方の入院、通院および訪問看護療養費に係る医療費を助成する制度です。

○重度心身障害児（者）医療費助成事業

※ただし、平成 18 年 8 月 1 日以降に 65 歳以上で初めて上記に該当する障害に認定された方は、助成の対象になり

　ません。

市に居住する子どもの入院、通院に係る医療費を助成する制度です。

○子ども医療費助成事業

○問い合わせ先
　保健医療係（内線 167・183）

　離婚、死亡などで、18 歳（18 歳以降最初に迎える 3 月 31 日）までの児童を養育している配偶者のない父または

　母およびその児童の入院、通院に係る医療費を助成する制度です。父または母が一定の障害にある家庭も対象にな

　ります。

○老人医療費助成事業

小学校就学前（6 歳以降最初に迎える 3 月 31 日まで） 入院および通院
小学生（12 歳以降最初に迎える 3 月 31 日まで） 入院のみ

・身体障害者手帳（１級、２級、３級および４級の一部）・療育手帳Ａ１、Ａ２　　　　　　　　　　　

・特別児童扶養手当１級、２級　・精神障害者保健福祉手帳１級、２級
・障害年金１級、２級

　納付相談を随時行っていますので、ぜひご利用く

ださい。

★後期高齢者医療保険料の納付が困難な時

　特別の事情がなく保険料の未納が続くと、保険証が

有効期限の短い「短期被保険者証」になったり、医療

費の全額を負担し、後日申請にて保険給付分の払い戻

しを受ける「資格証明書」の交付にもつながります。

　納付相談をすることにより、それぞれの事情に配慮

した納付計画を作成します。

各  種  医  療  費  助  成  事  業  の  お  知  ら  せ

★保険料の未納が続くとどうなるの？
○場所　保険年金課保健医療係

※納期限内に納付がない方には、督促状を送付してい

　ます。納め忘れのないようご注意ください。

後期高齢者医療保険料の納付相談を行っています

（ただし、第２・４木曜日は午後８時まで）

平日午前９時～午後５時３０分

○問い合わせ先
保健医療係（内線 183）
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【問い合わせ先】
生活環境課　　TEL.62-2141（代）
　　　　　　　内線185・186
クリーンセンター
　　　　　　　TEL.62-0814

　最近、飼い主のわからない猫に庭や家屋を排泄物で汚された、鳴き声

がうるさい等の苦情が増えています。責任をもって、他人に迷惑のかか

らないように飼いましょう。

犬・猫の飼育は飼い主の
責任と愛情で !!

　散歩をさせるときは、必ず引き綱や鎖などを使いましょう。

　万が一の行方不明時に、「鑑札・注射済票」は迷い犬札になります。

　・排便（尿）は専用トイレ等、決まった場所でさせましょう。

　　（自宅で済ませてから散歩をしましょう。）

　・散歩中に「ふん」をした時は、必ず持ち帰りましょう。

　・犬のつなぐ場所を考え、迷惑をかけないように飼いましょう。

　・飼っている場所を清潔にしましょう。

犬は、綱や鎖でつないで飼いましょう！

鑑札、注射済票は必ず犬の首輪などに付けましょう！

排便のしつけをしましょう！

鳴き声、悪臭を出させないようにしましょう！

○問い合わせ先　

　生活環境課（内線 185・186）

　今月は、ウォームビズについてご紹介します。ウォームビズとは、

11 月から３月にかけて室内でも暖かい服装にすることを心がけ、暖房

の温度を 20 度に設定するなどの省エネをするということです。

　暖房は冷房よりもエネルギーの消費量が大きいため、二酸化炭素の排

出抑制に大きな効果があります。

地球温暖化対策シリーズ　43 回目
ウォームビズについて

　那賀衛生センターでは、人口の増

加および浄化槽の普及に伴い、し尿

の搬入量が年々増加し、処理能力を

上回る量を処理している状況となっ

ています。

　特に、12 月は各家庭よりし尿収

集申込みが集中するため短期間に大

量のし尿を処理しなければなりませ

ん。

　施設に無理が生じて住民の皆様に

大変なご迷惑をおかけすることのな

いよう、し尿の計画収集にご協力を

お願いします。

年末のし尿計画
収集にご協力を

○年末年始の受付業務休止日
　 平 成 23 年 12 月 29 日 ～ 平 成 24
　年１月３日
○ 12 月の汲み取り依頼は、期間に
　 余 裕 を 持 っ て 12 月 16 日 ま で に
　申し込みください。
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年末・年始のごみ収集と持込ごみ受付日程表

○受付時間　午前 8 時 30 分～正午　　　（月曜日～金曜日）
　　　　　　午前 8 時 30 分～午後 3 時　（土曜日）

○年始１月４日（水）からの持込ごみ受付は、通常時間帯で行います。

　市では収集できない廃棄物（粗大ご
みとして回収することができないもの
等）を、次の場所に各自お持ちいただ
ければ、有料となりますが、回収しま
す。
　なお、実施内容については、次のと
おりです。
○回収日
　平成 23 年 12 月 11 日 ( 日 )
○回収場所
　岩出市立市民総合体育館　北側駐車場
○回収時間
　午前８時～午後２時
○主な引取り品目および料金
　・農業用ビニール　1㎏当たり  100 円

・農業機械・パイプハウス用鉄類・　
　自動車金属部品（ホイール等）　 
　　　　　　　　　　　　　　    0 円
　なお、その他の廃棄物については、
当日現地でご相談ください。
※家電リサイクル法（特定家庭用機器
　再商品化法）対象品目
　テレビ（全ての方式 )・洗濯機・衣
　類乾燥機・冷蔵庫・冷凍庫・エアコ
　ン、薬品・油類等および産業廃棄物
　については、回収できません。

○問い合わせ先　
　生活環境課（内線 185・186）　

・コンクリート　　1㎏当たり　 30 円
・家庭用消火器　　1 個　　　 700 円
・タイヤ（外径 55㎝以下）
　　　　　　　　　1 本　　　600 円
　　　　（外径 75㎝以下）
　　　　　　　　　1 本　 　1,100 円
　　　　（外径 100㎝以下）
　　　　　　　　　1 本　 　1,800 円
・物干し台（コンクリート台）
　　　　　　　　　1 台　　　800 円
・暖房用機械器具などの機械器具類等
　　　　　　　       1㎏当たり　  0 円
・バッテリー 　　　1 個　　　800 円
・バイク　　　　　 1 台　 　1,000 円
・パソコン 　　　　1 台     　1,000 円

一般家庭から出るごみで、市で収集できないごみの有料回収について

年　

末

収　　集　　日 収　集　区　分 収　集　区　域

12 月

26 日 月 可燃物ごみ 県道泉佐野岩出線より「東側」
27 日 火 可燃物ごみ 県道泉佐野岩出線より「西側」
28 日 水 不燃物ごみ 県道泉佐野岩出線より「西側」
29 日 木 可燃物ごみ 県道泉佐野岩出線より「東側」
30 日 金 可燃物ごみ 市　　内　　全　　域
31 日 土 12 月 31 日から 1 月 3 日までの 4 日間、クリーンセ

ンターは休業しますので、持込ごみ（一般・不燃・粗大・
資源）の受付ができません。年　

始
1 月

1 日 日
2 日 月
3 日 火
4 日 水 不燃物ごみ 県道泉佐野岩出線より「東側」
5 日 木 可燃物ごみ 県道泉佐野岩出線より「東側」
6 日 金 可燃物ごみ 県道泉佐野岩出線より「西側」

★収集業務は１月 4 日（水）から平常どおり開始します。

★上記受付時間以外の受付はできませんのでご注意ください。

年末・年始のごみ収集は次のとおりです

受　付　日 受付時間（時間厳守） 受　付　場　所

12 月

26 日 月

午前８時～午後 3 時 岩出クリーンセンター
27 日 火
28 日 水
29 日 木
30 日 金

年末年始のごみ収集や持込ごみについては、岩出クリーンセンター（℡ 62-0814）までお問い合わせください。

年末の持込みごみの受付日および時間
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　また、年始につきましては、西側が 1 月５日（木）から、東側が 1 月６日（金）から収集業務を開
始します。

　年内の資源ごみの回収は 12 月 23 日（金）までとなっておりますので、それ以降は岩出クリーンセンターへ直接

持ち込みしてください。

岩出クリーンセンター内では、施設改修・修繕工事が行われていますので、通行には十分注意してください。

○問い合わせ先　生活環境課　　　　　　℡ 62-2141（内線 185・186）

1２月
の不燃物と資源ご
みの回収予定日

回収区域 不燃物（カン・ビン類） 資源ごみ

県道泉佐野岩出線より東側の地域
12月7日・21日

（第１・３水曜日）
毎週金曜日

県道泉佐野岩出線より西側の地域
12月14日・28日
（第２・４水曜日）

毎週木曜日

　資源ごみ分別区分中の「その他のプラスチック」には、ポリバケツやプラスチック製のおもちゃ・衣装ケース等の
プラスチック製品は含みません。これらのプラスチック製品は、可燃性粗大ごみとして取り扱いますので、資源ごみ
として排出されないようにお願いします。

クリーンセンターからのお知らせ
○岩出クリーンセンターに廃棄物を自己搬入する場合
　「持ち込みごみ申請書」への記入とあわせて、「免許証等の住所確認ができる証明書」により住所の確認を実施させ
ていただいております。

＊一般廃棄物の搬入は、岩出市内のごみに限ります。
＊搬入された一般廃棄物が、事業系の廃棄物か一般家庭からの廃棄物かの判別がむずかしい場合は、住宅地図による排出
　先の確認にご協力ください。
＊家庭用カセットボンベ・スプレー缶等は、塵芥車の火災の原因となりますので使い切ってください。
＊岩出クリーンセンターへお越しになる場合は、新風吹トンネルを大阪方面に進行し、出口の信号で右折し、旧道を右折
　してください。（交差点に注意）

　　　　　　　　【ごみの搬入時間は】
　　　　　　　　・月～金／午前 8 時 30 分～正午
　　　　　　　　・土曜日／午前 8 時 30 分～午後 3 時（事業系ごみを除く）

●市内で営業活動を行っている事業者（排出者）は、自己の責任で廃棄物を処理しなければなりません。（廃掃法第３条）
●事業者自らが搬入し処理を依頼する事業系一般廃棄物については、処理手数料が必要です。（有料処理）（廃掃法及び条例）
●事業者が岩出クリーンセンターに廃棄物を搬入処理する場合は、登録が必要です。（登録申請の受付は岩出クリーンセンターで
　随時受付しています。）
●岩出クリーンセンター内の通行は、職員の指示に従ってください。

みんなでつくろう！　ごみのないまち・きれいなまち・美しいふるさとづくり

岩出クリーンセンター　℡ 62-0814

ご注意

注　資源ごみの最終の収集日

県道泉佐野岩出線より東側の地域 年内は 12 月 23 日（金）が最終の収集日です。

県道泉佐野岩出線より西側の地域 年内は 12 月 22 日（木）が最終の収集日です。
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保健推進課
からのお知らせ

【問い合わせ先】
総合保健福祉センター
保健推進課　　TEL.61-2400

電話のかけ間違いにご注意ください

　・和歌山県立医科大学小児成育医療支援室

　　平日（月～金）午前 9 時～午後 5 時

　　（祝日・年末年始は除く）

お子さんの発育・発達のこと、子育ての悩み、
学校での問題などの相談を受け付けています

○問い合わせ先
　和歌山県立医科大学小児成育医療支援室

　℡ 073-441-0808

　・公立那賀病院

　　毎週木曜日　午後２時～午後４時

○相談場所・相談時間

○利用方法
　まず電話で相談していただき、相談内容で面談が必要であれば、予約

　日を決めて来院していただきます。（相談は無料です。）

○相談担当者
　小児科医師、臨床心理士、社会福祉士、ソーシャルワーカー

土・日・祝日（年末年始を含
む）午後８時～午後 10 時

平成 23 年 12 月 10 日（土）～
平成 24 年 3 月 11 日（日）

（インフルエンザ流行期）

那賀休日急患診療所

内科（成人が対象です）

紀の川市東大井 350

　マダニに刺されることで起こる感染症に日本紅斑熱

というものがあります。

○対策
　ワクチンはありません。ダニに刺されないようにす

　ることが最も重要です。

　野山や畑、草むらなどに入る際は、長袖、長ズボン

　を着用し肌をできるだけ出さないようにしましょう。

　また、防虫スプレーを活用しましょう。直接地面に

　座ったり、寝転んだりせず、敷物を使いましょう。

　帰宅後、すぐに入浴し、着替えましょう。

・那賀休日急患診療所

　℡ 0736-77-6410

○日本紅斑熱の症状
　ダニに刺されてから２～８日後に発病します。高熱

　･ 発疹・刺し口の３つの症状が特徴です。

・和歌山市応急診療センター

　℡ 073-425-8181

那賀休日急患診療所・夜間診療

場所

期間

診療時間

診療科

　問い合わせ先

※小児は和歌山市応急診療センター

( 和歌山市吹上 5 丁目 2 番 15 号）を

ご利用ください。

○症状が出たらはやめに病院に行きましょう

　そのまま放置しておくと、重症化することがありま

　す。治療すれば治りますので、早めに病院に行きま

　しょう。

マダニが原因の感染症にご注意を！

○問い合わせ先
　岩出保健所総務健康安全課　℡ 0736-61-0020



2�　　広報いわで　2011・12

保健推進課からのお知らせ

岩   

出   

市   

健   

康   

づ   

く   

り   

計   

画   

ふ   

れ   

あ   

い   

健   

康   
21

『こどもの健康』について（前編）
　乳幼児期のこころの発達は、最も身近である母親のこころの状態と密接に関わっており、また母親のこころの

状態は、父親の態度や生活状態に大きく影響されます。母親の育児不安を取り除き、楽しく育児できるようにし

ていくことが必要です。

　また、子育てをひとりで抱えると行き詰ります。家族や友人の協力を得たり子育て支援などを利用し、他の人

とつながりを持ち、風通しをよくすることが大切です。

①保護者自身のストレス解消法をみつけよう

②育児サークルの活動を広げ、多くの人が参加できるようにします

　★総合保健福祉センター（あいあいセンター）に育児サークル紹介の掲示板を設けています。

★「子育て支援センター」

②育児サークル、障害児サークル等に対し、地域や行政が積極的に支援を行います

　★一定の条件のもとにサークルの団体登録をすると岩出市総合保健福祉センター（あいあいセンター）のお

　　部屋の利用料が免除されます。詳しくは岩出市総合保健福祉センター　保健推進課（℡ 61-2400）まで

　　お問い合わせください。

★「子育てひろばあいあい」

①親同士、子ども同士の交流を深めましょう

　子どもの遊ぶ場、お母さんの交流の場を紹介します。

次回は「こどもの健康（後編）」です。

場　所 岩出市総合保健福祉センター　３階小ホール
日　時 毎月第３水曜日　午前９時 30 分～午前 11 時 30 分
実施日 12 月 21 日、1 月 18 日、2 月 15 日、3 月 21 日

岩出市総合保健福祉センター　保健推進課　　　℡ 61-2400

岩出市地域子育て支援センター　　　　　　　　℡ 62-3362

＊「児童虐待かな？」と思ったら、相談機関に連絡を！

③地域全体で虐待を予防します

　＊育児に悩んだとき・・・ひとりで抱え込まないで！周囲の人や相談機関に相談してください。

施　設　名
子育て支援センターいわで

（岩出保育所内）

子育て支援センターあいあい

（岩出市総合保健福祉センター内）
問い合わせ先 ℡ 0736-62-3362 ℡ 0736-61-2983

開  所  時  間
平　日：午前９時～午後４時

土曜日：午前９時～午前 11 時 30 分

平日：午前 10 時～午後４時

★平日のみ実施しています
休　館　日 日曜・祝日・年末年始（12 月 29 日～ 1 月３日）

目標　保護者が楽しく、主体的に子育てに参加できるようにします

目標　地域ぐるみで子育てを支える環境づくりに努めます

相談機関

相談機関

岩出市生活福祉部　福祉課　児童福祉係　　　　℡ 62-2141

和歌山県子ども・女性・障害者相談センター　　℡ 073-445-5312
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青少年

【問い合わせ先】
生涯学習課　　TEL.62-2141
青少年女性係　内線282　　　　

健全育成
コーナー

平成 23年12月分 平成 24年1月分 両月とも
事業名 実施日 内容 実施日 内容 受付時間 場所

乳
幼
児
健
康
診
査

４か月児 19日(月） 平成23年 8月生まれ 23日（月） 平成23年 9月生まれ 13：00～13：15

岩　

出　

市　

総　

合　

保　

健　

福　

祉　

セ　

ン　

タ　

ー

20日（火） 24日（火）

７か月児 13日（火） 平成23年 5月生まれ 17日（火） 平成23年 6月生まれ 13：00～13：1514日（水） 18日（水）

１歳8か月児 6日（火） 平成22年 4月生まれ 10日（火） 平成22年 5月生まれ 13：00～13：157日（水） 11日（水）

３歳６か月児 9日（金） 平成20年 5月生まれ 13日（金） 平成20年 6月生まれ 13：00～13：3016日（金） 20日（金）

乳
幼
児

健
康
相
談

１０か月児 6日（火） 平成23年 1月生まれ 10日（火） 平成23年 2月生まれ 9：00～9：307日（水） 11日（水）

２歳６か月児
9日（金）

 平成21年 5月生まれ
13日（金）

平成21年 6月生まれ 9：00～9：30
16日（金） 20日（金）

　パパママ教室　
（妊婦教室）

21日（水）

・ママの体操
・赤ちゃん体操（産婦・生
  後1か月～4か月までの
  赤ちゃんが対象です。）

25日(水） ・歯の健康について
・妊娠中の食事について

  9:45～10:00

  　(予約制）

 

栄
養
教
室

離乳食 12日（月） 離乳食について 16日(月） 離乳食について   9:45～10:00      
  　(予約制）

 

健
康
相
談

一般健康相談 毎週月曜日
      健康や育児等に
      ついての相談

毎週月曜日
      健康や育児等に
      ついての相談

9:30～11:00

成
人
検
診

乳がん検診 5日（月）
     事前に申し込みを

     された方

　

     
9：00～10：00

献　血

10日（土）  オークワミレ二アシティー岩出店 2日（月）  オークワミレ二アシティー岩出店

13日（火）
 岩出警察署（10：00～13：00）

14日（土）  オークワミレ二アシティー岩出店
 プライスカット岩出北店

 （14：30～16：00）

22日（木）  那賀振興局（岩出市高塚）

17日（火）
 松源　中黒店（10：00～12：00）

30日（金） オークワミレ二アシティー岩出店  岩出市役所（13：30～16：00）

保健事業予定表（平成23年12月分・平成24年1月分）

10：00～12：00                       
13：00～16：00

・一般献血 （16
  ～69歳）
・65歳以上の方
  は 、60～64歳
  のときに１回
  でも経験のあ
  る方

診療時間は、午前 10 時～正午までと
　　　　　　午後１時～４時までです。

月 日 曜 歯科医院名 住所（診療所） ＴＥＬ

12
月

4 日 中前歯科医院 岩出市金池442-4 63-1771

11 日 中西歯科医院 紀の川市打田169-2 78-2233

18 日 中嶋歯科医院 岩出市高塚225 63-1020

23 金 吉村歯科医院 紀の川市貴志川町長原248-8 64-8111

25 日 えのき歯科 岩出市西国分529-4 63-3763

29 木 安村歯科医院 紀の川市名手市場161-2 75-2202

30 金
青木歯科医院 岩出市吉田257-1 61-0889

田原歯科 紀の川市貴志川町前田86-7 64-1080

31 土
宮本歯科医院 岩出市川尻229-3 69-3993

森歯科医院 紀の川市粉河11-1 73-2220

休日歯科急患当番表 那賀歯科医師会日曜・祝日の休日歯科診療

※受診の際は、電話等で確認のうえご来院

　ください。

※当番医が急に変更になる場合があります

　ので、電話が通じないときは消防署（℡

　61-1791）にお問い合わせください。
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青少年

【問い合わせ先】
生涯学習課　　TEL.62-2141
青少年女性係　内線282　　　　

健全育成
コーナー

○選任について
　地区委員選任についての案内を 12 月、区・自治会代表者届と一緒に送付します。また 2 月の区・自治会長会議でもお

　願いする予定です。子どもたちが皆さんの地区にいなくても、岩出市民として岩出市を担う青少年の健全育成に一緒に

　お取り組みいただきますようお願いします。

　人間関係の希薄化が叫ばれる昨今、子どもたちのコミュニケーション能力

の低下など「たくましい育ち」が揺らいでいます。市民会議では、青少年の

健全育成のためには、家庭・学校・地域が連携を保ち、それぞれ効果的な対

策を図るという視点から、地域として「あいさつ」や「声かけ」で子どもと

ふれ合い「お互い顔の見える温かい関係」を築き、また楽しいイベントや地

域での清掃活動等交流の場を設け、絆をつくっていくことが地域の教育力の

向上につながると考えます。

～地区委員選任～

※地区委員活動　Ｑ＆Ａ

　岩出市青少年育成市民会議は、青少年の健やかな成長を願い、各種活動に

取り組んでいる団体で、その活動に積極的に参加・協力いただく地区委員の

方を各区・自治会から選任いただいています。

Ａ　岩出市青少年育成市民会議および各支部実施事業への参加

　　講演会、岩出市青少年育成市民大会、スポーツ大会、また各支部会への参加をお願いいたします。

　　そこで得た知識を地区委員として自治会へ広めていただきます。

Ａ　「地区育成会立ち上げ」の要請活動

　　地区育成会とは、地域で大人が子どものために活動する、という趣旨のもと組織されている会です。

　　子どものため、また地域をつなぐ役割も担う意義深い組織です。

Ｑ　地区委員の活動はどんなことをしますか？

Ａ　「あいさつ運動」「見守り活動」の推進

　　通学路に立って子どもたちに声かけを行うとともに子どもの安全を見守る「あいさつ運動」「見守り活動」にで

　　きるだけご協力ください。

Ｑ　地区委員の任期はいつからいつまでですか？

Ａ　地区委員の任期は 4 月から翌年 3 月までです。区・自治会によっては地区役員が 12 月に選任され翌年 1 月から

　　変更されるところと、3 月に選任され 4 月から変更されるところと選任の時期が異なっていますが、活動いただ

　　く期間が 4 月から翌年 3 月までとなりますのでできるだけ調整をお願いします。

岩出市青少年育成市民会議
地区委員選任について（お願い）

☆組織

☆役割



2011・12　広報いわで　　2�

暮らしの

情  報

　　　　　　　　岩出市役所…………………62-2141
　　　　　　　　　　　　　　（岩出市教育委員会）

　　　　　　　総合保健福祉センター……61-2400
　　　　　　地域子育て支援センター…62-3362(FAX兼)
　　　　　クリーンセンター…………62-0814
　　　　市民総合体育館……………62-0370
　　　民俗資料館…………………63-1499
　　岩出図書館…………………62-7222
　岩出警察署…………………63-0110
那賀消防組合………………61-0119

   

子
育
て

﹃
保
育
所
に
遊
び
に
来
ま
せ
ん
か
！
﹄

　

地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
、
近
所
に
相
談
す
る
人
が
い
な
い
、
ま
た

子
育
て
に
自
信
が
な
い
等
悩
み
を
も
つ
保
護
者
に
対
す
る
支
援
と
し
て
、
就
学

前
の
在
宅
幼
児
を
対
象
に
各
保
育
所
に
お
い
て
、
親
子
の
ふ
れ
あ
い
遊
び
等
を

実
施
し
て
い
ま
す
。

○
日
時
…
毎
年
５
月
か
ら
翌
年
３
月
ま
で
の
月
１
回　

午
前
10
時
～
午
前
11
時
30
分

○
申
込
方
法
…
実
施
日
の
２
週
間
前
か
ら
１
週
間
前
ま
で
の
期
間
と
し
ま
す
。

　
（
申
し
込
み
の
際
、
印
鑑
と
お
や
つ
代
１
０
０
円
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。）

　

な
お
、
保
育
所
の
行
事
な
ど
で
実
施
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
詳

し
く
は
各
保
育
所
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

プ　ロ　グ　ラ　ム

・午前 10 時
　受付・自由遊び・片付け

・午前 10 時 10 分～ 10 時 50 分
　点呼・手遊び・テーマ遊び

　（その月によって変わります）

・午前 10 時 50 分～ 11 時 5 分
　休憩・自由遊び・片付け

・午前 11 時 10 分～ 11 時 25 分
　おやつ・絵本・紙芝居を見る

問い合わせ先

1
月
の
開
放
日

保
育
所
名

電
話
番
号

1
月
10
日︵
火
︶

山
崎
保
育
所

62
︲
２
８
４
４

1
月
12
日︵
木
︶

山
崎
北
保
育
所

62
︲
０
７
３
２

1
月
17
日︵
火
︶

根
来
保
育
所

62
︲
２
７
０
１

1
月
19
日︵
木
︶

上
岩
出
保
育
所

62
︲
２
８
１
４

1
月
24
日︵
火
︶

岩
出
保
育
所

62
︲
２
４
０
２

　

気
持
ち
に
ゆ
と
り
を
持
て
ば
、
子

育
て
も
楽
し
く
な
り
ま
す
。

　

お
子
さ
ん
の
た
め
に
手
づ
く
り
お

や
つ
を
作
っ
て
み
ま
せ
ん
か
！

○
日
時　

12
月
９
日
（
金
）

         　

  

午
前
10
時
～
正
午

○
場
所　

岩
出
市
総
合
保
健
福
祉
セ

　
　
　
　

ン
タ
ー

○
対
象　

子
育
て
中
の
保
護
者

○
定
員　

15
組

○
一
時
保
育
あ
り

※
12
月
８
日
（
木
）
ま
で
に
電
話
で

　

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

○
申
込
先

　

岩
出
市
地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

　

℡
62―

３
３
６
２

﹃
手
づ
く
り

　
　

お
や
つ
の
実
習
﹄
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★
ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ

場
所　

岩
出
市
総
合
保
健
福
祉
セ
ン

　
　
　

タ
ー
ほ
か

日
時　

１
月
16
・
23
・
30
日

　
　
　

午
前
10
時
～

※
日
程
を
変
更
す
る
場
合
が
あ
り
ま

　

す
の
で
、体
験
を
ご
希
望
の
方
は
、

　

必
ず
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
ス
ポ
ー
ツ
指
導
や
ク
ラ
ブ
運
営
な

　

ど
に
ご
協
力
い
た
だ
け
る
ボ
ラ
ン

　

テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
を
募
集
し
て
い

　

ま
す
。

○
問
い
合
わ
せ
先

総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

サ
ン
・
ス
マ
イ
ル
い
わ
で
事
務
局

℡
０
７
３
６―

60―

４
３
１
２

中
村

℡
０
９
０―

３
２
６
６―

１
０
４
１

梅
田

℡
０
９
０―

３
９
９
２―

６
３
４
１

★
ハ
ワ
イ
ア
ン
フ
ラ
教
室

場
所　

岩
出
市
総
合
保
健
福
祉
セ
ン

　
　
　

タ
ー

日
時　

毎
月
３
回
実
施

水
曜
コ
ー
ス　

午
前
10
時
～

金
曜
コ
ー
ス　

午
後
７
時
15
分
～

★
ヨ
ガ
教
室

場
所　

岩
出
市
総
合
保
健
福
祉
セ
ン

　
　
　

タ
ー

日
時　

毎
週
実
施

月
曜
コ
ー
ス　

午
前
10
時
～

火
曜
コ
ー
ス　

午
後
７
時
～

木
曜
コ
ー
ス　

午
後
７
時
～

★
ナ
チ
ュ
ラ
ル
バ
ラ
ン
ス
体
操

場
所　

岩
出
市
総
合
保
健
福
祉
セ
ン

　
　
　

タ
ー

日
時　

毎
週
月
曜
日   

午
後
７
時
～

　
　
　

毎
週
火
曜
日   

午
前
10
時
～

★
ズ
ン
バ

場
所　

桜
台
地
区
公
民
館

日
時　

毎
週
火
曜
日

　
　
　
　
　

午
後
７
時
30
分
～

★
ベ
リ
ー
ダ
ン
ス

場
所　

紀
泉
台
地
区
公
民
館

日
時　

毎
週
金
曜
日

　
　
　
　
　

午
後
７
時
30
分
～

★
幼
児
体
操
教
室

場
所　

中
央
小
学
校
体
育
館

日
時　

第
１
・
３
・
４
土
曜
日

　
　
　
　
　

午
後
３
時
15
分
～

★
ジ
ュ
ニ
ア
レ
ス
リ
ン
グ
教
室

場
所　

山
崎
小
学
校
体
育
館

日
時　

毎
週
火
・
金
曜
日

　
　
　
　
　

午
後
６
時
～

★
書
の
教
室

場
所　

山
崎
地
区
公
民
館
東
裏

日
時　

毎
週
土
曜
日

　
　
　
　
　

午
前
10
時
～

★
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

場
所　

根
来
大
門
前

日
時　

毎
週
日
曜
日　

午
前
９
時
～

★
グ
ラ
ッ
プ
ル
シ
ェ
イ
プ

　

筋
ト
レ
＆
有
酸
素
運
動

場
所　

岩
出
地
区
公
民
館

日
時　

毎
週
金
曜
日

　
　
　
　
　

午
後
７
時
15
分
～

★
ジ
ャ
ズ
ダ
ン
ス

　

キ
ッ
ズ
ジ
ャ
ズ
（
小
１
～
４
）

　

ジ
ュ
ニ
ア
ジ
ャ
ズ（
小
５
～
中
３
）

場
所　

紀
泉
台
地
区
公
民
館

日
時　

毎
週
水
曜
日

　

キ
ッ
ズ　

午
後
５
時
15
分
～

　

ジ
ュ
ニ
ア　

午
後
６
時
30
分
～

スポーツ振興くじ助成事業

日 本 体 育 協 会 委 託 事 業

　

い
つ
で
も
、
だ
れ
で
も
、
ど
こ
で

も
、
い
つ
ま
で
も
体
力
・
年
齢
・
目

的
に
応
じ
て
ス
ポ
ー
ツ
に
親
し
む
こ

と
が
で
き
る
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
社
会
を

目
指
し
て
お
り
、
体
験
入
会
も
で
き

ま
す
。

　

岩
出
市
民
俗
資
料
館
で
は
、
日
頃

の
ク
ラ
ブ
活
動
の
成
果
を
発
表
す
る

機
会
と
し
て
、
岩
出
市
文
化
協
会
の

作
品
展
示
を
定
期
的
に
行
っ
て
い
ま

す
。

　

今
月
は
、｢

陶
芸
ク
ラ
ブ｣

の
み

な
さ
ん
に
よ
る
展
示
で
す
。

　

多
く
の
皆
様
の
ご
来
館
を
、
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。

○
ク
ラ
ブ
名　

陶
芸
ク
ラ
ブ

○
期
間　

　

12
月
3
日（
土
）～
12
月
9
日（
金
）

　
（
午
前
９
時
～
午
後
５
時
）

○
場
所　

岩
出
市
民
俗
資
料
館

　
　
　
　

１
階　

企
画
展
示
室

※
民
俗
資
料
館
の
入
館
時
間
は
、
午

　

後
４
時
30
分
ま
で
で
す
。

○
休
館
日

　

毎
週
火
曜
日
と
祝
日
の
翌
日
（
た

だ
し
、
そ
の
日
が
火
曜
日
、
土
曜
日
、

日
曜
日
お
よ
び
祝
日
に
あ
た
る
と
き

は
、
そ
の
翌
日
）
で
す
。

○
問
い
合
わ
せ
先

　

岩
出
市
民
俗
資
料
館

　

℡
63―

１
４
９
９

岩
出
市
文
化
協
会
に

よ
る
作
品
展
示

   

ス
ポ
ー
ツ

　

市
民
総
合
体
育
館
で
は
、
ア
リ
ー

ナ
（
大
ホ
ー
ル
）
を
一
般
開
放
し
て
、

市
民
の
み
な
さ
ん
に
ス
ポ
ー
ツ
を
楽

し
ん
で
い
た
だ
き
、
健
康
と
体
力
の

保
持
増
進
を
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。

○
日
時　

12
月
17
日(

土)

　
　
　
　

午
前
10
時
～
午
後
4
時

○
種
目　

卓
球
・
バ
ド
ミ
ン
ト
ン

○
入
場
料　

無
料

○
注
意
事
項

　

・
ア
リ
ー
ナ
使
用
に
は
上
履
き
が

　
　

必
要
で
す
。

　

・
使
用
中
の
け
が
等
に
つ
い
て
は

　
　

応
急
処
置
の
み
行
い
ま
す
が
、

　
　

そ
の
他
の
責
任
は
負
い
せ
ん
。

　

・
使
用
者
多
数
の
場
合
は
、
入
場

　
　

制
限
を
行
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

○
問
い
合
わ
せ
先

　

岩
出
市
立
市
民
総
合
体
育
館

　

℡
62―

０
３
７
０

総
合
体
育
館
ア
リ
ー

ナ
で
遊
ぼ
う
！

総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

 

﹁
サ
ン
・
ス
マ
イ
ル

　
　
　
　
　
　

 

い
わ
で
﹂
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○
日
時　

平
成
24
年
１
月
２
日(

月)

　
　
　
　

午
前
９
時
30
分
集
合

　
　
　
　

午
前
10
時
開
会

○
場
所　

岩
出
中
学
校
運
動
場

（
雨
天
時
は
岩
出
中
学
校
体
育
館
・

岩
出
市
立
体
育
館
で
の
開
催
と
な

り
、
上
靴
が
必
要
に
な
り
ま
す
。）

○
種
目
（
５
人
制
）

▽
小
学
生
低
学
年
の
部

▽
小
学
生
高
学
年
の
部

▽
中
学
生
の
部

▽
高
校
・
一
般
の
部

▽
女
子
の
部

※
そ
の
他
、
ボ
ー
ル
リ
フ
テ
ィ
ン
グ

　

大
会
も
あ
り
ま
す
。

（
１･

２･

３
位
に
ト
ロ
フ
ィ
ー
を
贈

呈
し
ま
す
）

○
参
加
料　

無
料

○
申
込
先

　

・
榎
本　
　

℡
62―

４
４
９
６

　

・
岩
出
市
立
市
民
総
合
体
育
館

　
　
　
　
　
　

℡
62―

０
３
７
０

○
申
込
締
切
日

　

12
月
23
日(

金)

○
日
時　

12
月
18
日
（
日
）

　
　
　
　

午
後
１
時　

開
会

○
場
所　

岩
出
市
立
市
民
総
合
体
育

　
　
　
　

館

○
種
目　

個
人
試
合

○
参
加
資
格

　

岩
出
市
在
住
の
小
・
中
学
生
で
ス

　

ポ
ー
ツ
保
険
加
入
者

○
主
旨

　

剣
道
の
練
成
を
通
し
て
小
・
中
学

　

生
の
健
全
育
成
を
目
的
と
す
る
。

○
申
込
先

　

・
岩
出
市
水
栖
２
６
９―

１
５

　
　

黒
川　

昭
男

　
　

℡
62―

２
４
４
４

　

・
岩
出
市
立
市
民
総
合
体
育
館
内

　
　

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
事
務
局

　
　

℡
62―

０
３
７
０

○
申
込
締
切
日

　

12
月
12
日(

月)

第
６
回
岩
出
市

　
　

新
春
＂
初
蹴
り
＂

フ
ッ
ト
サ
ル
大
会
を

開
催
し
ま
す

第
６
回
岩
出
市
民
少

年
剣
道
練
成
大
会
を

開
催
し
ま
す

講　

座

○
対
象
者　

岩
出
市
内
在
住
の
方

（
定
員
に
な
り
次
第
締
切
り
ま
す
）

○
場
所
・
募
集
人
数

　

・
岡
田
集
会
所
（
定
員
24
名
）

　

・
上
岩
出
地
区
公
民
館
（
定
員
12

　
　

名
）

　

・
サ
ン
ホ
ー
ル
（
定
員
10
名
）

○
申
込
方
法

　

官
製
は
が
き
に
住
所
・
氏
名
・
電

　

話
番
号
・
希
望
の
場
所
を
記
入
し
、

　

岩
出
市
役
所
農
林
経
済
課

　

安
全
で
安
心
な
食
材
を
使
っ
た

「
み
そ
づ
く
り
伝
承
塾
」
を
開
催
し

ま
す
。

○
日
時

　

平
成
24
年
２
月
１
日
（
木
）

　

午
後
１
時
30
分
～
午
後
４
時

○
費
用　

２
，１
０
０
円

み
そ
づ
く
り
伝
承
塾

し
め
縄
づ
く
り
講
習

会
を
開
催
し
ま
す

　

岩
出
市
農
家
高
齢
者
グ
ル
ー
プ
連

絡
協
議
会
に
よ
る
し
め
縄
づ
く
り
講

習
会
を
次
の
と
お
り
開
催
し
ま
す
の

で
、
皆
さ
ま
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

○
無
料
・
申
込
み
不
要

　

※
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す

○
日
時　

12
月
10
日
（
土
）

　
　
　
　

午
後
１
時
～
午
後
４
時

○
場
所　

上
岩
出
地
区
公
民
館

○
持
参
す
る
も
の　

ハ
サ
ミ
・
半
紙

　
　
　
　
　
　
　
　
（
２
枚
）

○
問
い
合
わ
せ
先

　

岩
出
市
農
家
高
齢
者
グ
ル
ー
プ
連

　

絡
協
議
会　

鳥
本
和
子

　

℡
０
７
３
６―

62―

４
１
３
９

　
（
〒
６
４
９―
６
２
９
２　

岩
出

　

市
西
野
２
０
９
）
ま
で
郵
送
し
て

　

く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
は
が
き
１
枚
に
つ
き
１
名

　

の
申
し
込
み
で
お
願
い
し
ま
す
。

○
申
込
締
切
日

　

12
月
20
日
（
火
）（
当
日
消
印
有

　

効
）

※
材
料
の
大
豆
は
、
電
話
に
よ
り
後

　

日
連
絡
し
ま
す
の
で
、
１
月
19
日

　

～
20
日
の
間
に
農
林
経
済
課
ま
で

　

取
り
に
来
て
く
だ
さ
い
。

　

費
用
に
つ
い
て
は
、
開
催
当
日
会

　

場
に
お
い
て
直
接
お
支
払
い
く
だ

　

さ
い
。

○
問
い
合
わ
せ
先

　

農
林
経
済
課

　

℡
62―

２
１
４
１
（
内
線
２
３
４
）
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民
事
、
家
事
、
行
政
等
で
お
困
り

の
方
、
法
テ
ラ
ス
巡
回
法
律
相
談
を

ご
利
用
く
だ
さ
い
。
弁
護
士
が
応
じ

ま
す
。（
刑
事
事
件
の
相
談
は
受
け

ら
れ
ま
せ
ん
。）

○
日
時　

12
月
19
日
（
月
）

　
　
　
　

午
後
１
時
～
午
後
４
時

○
場
所　

市
役
所
２
階
第
４
会
議
室

○
定
員　

６
名
、
１
人
30
分

○
相
談
方
法　

面
談
に
よ
る
相
談

※
12
月
１
日(

木)

か
ら
電
話
予
約

　

を
受
け
付
け
ま
す
。
申
し
込
み
に

　

は
収
入
な
ど
の
一
定
の
条
件
が
必

　

要
と
な
り
ま
す
。

○
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

法
テ
ラ
ス
和
歌
山
（
日
本
司
法
支

　

援
セ
ン
タ
ー
和
歌
山
地
方
事
務
所
）

　

℡
０
５
０―

３
３
８
３―

５
４
５
７

平
成
23
年
度
高
等
工
科

学
校
生
徒
募
集
案
内

募　

集

　

防
衛
省
・
自
衛
隊
で
は
、
平
成
23

年
度
高
等
工
科
学
校
生
徒
の
募
集
を

行
い
ま
す
。

○
高
等
工
科
学
校
生
徒

　

・
受
験
資
格

　
　

中
卒
（
見
込
含
）
15
歳
以
上
17

　
　

歳
未
満
の
男
子

　

・
受
付
期
間

　
　

平
成
23
年
11
月
１
日
～
平
成
24

　
　

年
１
月
６
日

　

・
試
験
日

　
　

１
次
試
験　

１
月
14
日
（
土
）

　

・
合
格
発
表

　
　

１
次
試
験　

１
月
23
日
（
月
）

　
　
（
合
格
者
に
は
、
２
次
試
験
の

　
　

  

案
内
を
い
た
し
ま
す
。）

　

・
採
用
時
期　

平
成
24
年
４
月
上

　
　
　
　
　
　
　

旬

○
問
い
合
わ
せ
先

　

自
衛
隊
和
歌
山
地
方
協
力
本
部
和

　

歌
山
募
集
案
内
所

　

℡
０
７
３―

４
３
２―

４
４
７
９

相　

談

  

法
テ
ラ
ス
和
歌
山

　
　

    

巡
回
法
律
相
談

　
　
（
無
料
・
予
約
制
）

○
場
所　

岩
出
市
総
合
保
健
福
祉
セ

　
　
　
　

ン
タ
ー

　

※
相
談
は
無
料
、
秘
密
は
厳
守
し

　
　

ま
す
。

○
問
い
合
わ
せ
先

　

福
祉
課
人
権
啓
発
係

　

℡
62―

２
１
４
１
（
内
線
３
２
１
）

☆
消
費
生
活
相
談
☆

○
日
時
・
場
所
（
月
２
回
）

★
岩
出
市
開
設
★

　

悪
質
訪
問
販
売
や
架
空
請
求
、
貸
金

業
者
か
ら
の
借
金
問
題
な
ど
の
消
費
者

問
題
に
つ
い
て
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

★
紀
の
川
市
開
設
★

○
日
時
・
場
所
（
月
２
回
）

　

12
月
14
日
（
水
）・
28
日
（
水
）　

　

午
後
１
時
～
午
後
４
時

　

紀
の
川
市
役
所
粉
河
分
庁
舎
３
階

　
「
く
ら
し
の
窓
口
」

※
相
談
は
無
料
、
秘
密
は
厳
守
し
ま

　

す
。

○
問
い
合
わ
せ
先

・
市
長
公
室

　

℡
62―

２
１
４
１
（
内
線
１
１
４
）

・ 

紀
の
川
市
商
工
観
光
課

　

℡
73―

３
３
１
１
（
内
線
１
４
２
）

　

人
権
擁
護
委
員
は
あ
な
た
の
ま
ち

の
相
談
相
手
で
す
。
市
長
が
推
薦

し
、
法
務
大
臣
が
委
嘱
し
た
民
間
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
す
。
岩
出
市
内
に

は
７
人
の
委
員
の
方
が
い
ま
す
。

　

毎
日
の
生
活
を
営
ん
で
い
く
上

で
、
こ
れ
は
人
権
問
題
で
は
な
い
だ

ろ
う
か
と
感
じ
た
と
き
は
、
気
軽
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。
人
権
擁
護
委
員

が
相
談
に
応
じ
ま
す
。

○
日
時　

12
月
13
日
（
火
）

　
　
　
　

午
後
１
時
～
午
後
４
時

☆
人
権
相
談
☆

　

～
ひ
と
り
で
悩
ま
ず
、

　
　
　
　

相
談
し
て
く
だ
さ
い
～

　

行
政
サ
ー
ビ
ス
に
関
す
る
苦
情
、

行
政
の
仕
組
み
や
手
続
き
、
行
政
機

関
が
不
明
で
ど
こ
で
何
を
相
談
し
て

よ
い
か
分
か
ら
な
い
等
ど
ん
な
こ
と

で
も
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

総
務
大
臣
か
ら
委
嘱
を
受
け
た
行

政
相
談
委
員
が
相
談
に
応
じ
ま
す
。

　

相
談
は
無
料
、
秘
密
は
厳
守
し
ま

す
。（
予
約
不
要
）

○
日
時

　

12
月
21
日
（
水
）

　

午
後
１
時
～
午
後
４
時

○
場
所

　

岩
出
市
総
合
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

　

３
階
Ｄ
会
議
室

○
問
い
合
わ
せ
先

　

市
長
公
室
市
民
ふ
れ
あ
い
係

　

℡
62―

２
１
４
１
（
内
線
１
１
９
）

☆
行  

政  

相  

談
☆

　

12
月
13
日
（
火
）・
27
日
（
火
）

　

午
後
１
時
～
午
後
４
時

　

中
央
公
民
館
２
階
第
１
会
議
室
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○
問
い
合
わ
せ
先

　

和
歌
山
労
働
局
労
働
保
険
徴
収
室

　

℡
０
７
３―

４
８
８―

１
１
０
２

　

ま
た
は
最
寄
り
の
労
働
基
準
監
督

　

署
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
（
公
共
職
業

　

安
定
所
）
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

　

さ
い
。

○
労
働
保
険
と
は
？

　

労
働
者
災
害
補
償
保
険(

一
般
に

　
「
労
災
保
険
」
と
い
う
。)

と
雇

　

用
保
険
と
の
総
称
で
、
保
険
給
付

　

は
各
保
険
制
度
で
別
に
行
わ
れ
ま

　

す
が
、
保
険
料
の
徴
収
等
に
つ
い

　

て
は
、
原
則
的
に
一
体
の
も
の
と

　

し
て
取
り
扱
わ
れ
ま
す
。

○
労
働
保
険
は
、
農
林
水
産
業
の
一

　

部
を
除
き
、
労
働
者
（
パ
ー
ト
、

○
最
低
賃
金
の
名
称　

　

和
歌
山
県
最
低
賃
金

○
大
会
日

　

平
成
23
年
10
月
17
日
（
月
）

○
場
所　

　

紀
美
野
町
ふ
れ
あ
い
公
園

　

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場

▽
結
果

　

☆
男
子
の
部

　
　

優
勝　

山
口
美
智
男

　
　

２
位　

籔
上
浩

　
　

３
位　

楠
根
由
喜
男

　

☆
女
子
の
部

　
　

優
勝　

榎
明
美

　
　

２
位　

楠
根
ツ
ヤ
子

　
　

３
位　

中
恵
史
代

　︿
岩
出
市

　
　

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
協
会
主
催
﹀

○
大
会
日　

　

平
成
23
年
９
月
25
日(

日)

○
場
所

　

グ
リ
ー
ン
ア
リ
ー
ナ
神
戸

○
結
果

▽
形
の
部

　

☆
少
年
男
子
の
部

　
　

優
勝　

宮
本
侑

　

☆
中
学
生
１
年
女
子
の
部

　
　

優
勝　

中
川
帆
奈
美

▽
組
手
の
部

　

☆
団
体
の
部

　
　
（
中
学
生
道
場
対
抗
）

　
　

優
勝　

前
田
寛
人
・
上
野
晶
紀

　
　
　
　
　

・
芝
海
杜
・
松
園
翔
太

　

☆
中
学
生
２
年
男
子
の
部

　
　

２
位　

上
野
晶
紀

︿
岩
出
市
空
手
道
連
盟
所
属
﹀

︿
岩
出
市
空
手
道

　
　
　
　

 

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
所
属
﹀

　

岩
出
市
内
の
小
中
学
生
や
そ
の
保

護
者
の
方
々
を
対
象
に
、
学
習
や
生

活
、
子
育
て
等
教
育
全
般
に
関
す
る

相
談
を
次
の
機
関
で
実
施
し
て
い
ま

す
。

○
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー

　

・
山
崎
北
小
学
校

　

・
岩
出
中
学
校

　

・
岩
出
第
二
中
学
校

○
ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー

　

・
岩
出
第
二
中
学
校

○
適
応
指
導
教
室
（
フ
レ
ン
ド
）

○
岩
出
市
青
少
年
セ
ン
タ
ー

　

ご
相
談
の
お
申
込
み
は
、
お
子
様

が
通
学
し
て
い
る
小
中
学
校
か
岩
出

市
教
育
委
員
会
教
育
総
務
課
（
電
話

62―

２
１
４
１
内
線
２
７
４
）
ま
で

お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー

や
ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー

へ
の
相
談
は
、
実
施
校
以
外
の
学
校

か
ら
の
相
談
も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

☆
教  

育  

相  

談
☆

   

大
会
結
果

第
37
回
剛
柔
会
関
西

空
手
道
選
手
権
大
会

第
３
回
岩
出
市

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
市
民

交
流
大
会

﹃
必
ず
チ
ェ
ッ
ク　

最

低
賃
金
！
使
用
者
も

労
働
者
も
﹄

和歌山 073-488-1202
御　坊 0738-22-3571
橋　本 0736-32-1190
田　辺 0739-22-4694
新　宮 0735-22-5295

労働基準監督署

○
効
力
発
生
日　

　

平
成
23
年
10
月
13
日

○
適
用
範
囲

　

和
歌
山
県
内
で
働
く
す
べ
て
の
労

　

働
者
と
そ
の
使
用
者

　
　

仮
に
最
低
賃
金
額
よ
り
低
い
賃

　

金
を
労
使
合
意
で
定
め
て
も
、
法

　

律
に
よ
り
無
効
と
さ
れ
、
最
低
賃

　

金
額
と
同
額
の
定
め
を
し
た
も
の

　

と
み
な
さ
れ
ま
す
。

○
問
い
合
わ
せ
先

　

和
歌
山
労
働
局
賃
金
室

　

℡
０
７
３―
４
８
８―

１
１
５
２

　

ま
た
は
最
寄
り
の
労
働
基
準
監
督

　

署
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

○
最
低
賃
金
額

　

時
間
額
６
８
５
円

﹁
１
人
で
も
雇
っ
た

ら
、
入
ろ
う
。
労
働

保
険
﹂

和歌山 073-425-8609
新　宮 0735-22-6285
田　辺 0739-22-2626
御　坊 0738-22-3527
湯　浅 0737-63-1144
海　南 073-483-8609
橋　本 0736-33-8609

串本（出）0735-62-0121

ハローワーク
　

ア
ル
バ
イ
ト
等
を
含
む
）
を
一
人

　

で
も
使
用
し
て
い
る
事
業
主
は
、

　

す
べ
て
加
入
が
義
務
付
け
ら
れ
て

　

お
り
、
成
立
手
続
を
行
わ
な
け
れ

　

ば
な
り
ま
せ
ん
。
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米や
地域の食材
を使った

料理

岩出市生活研究グループ協議会

【料理名】　大根ごはん　

【材料】（４人分）

・米　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・　３合

・大根（中）　・・・・・・・・・・・・・　1本（600g）

・ニンジン　・・・・・・・・・・・・・　150g

・あげ　・・・・・・・・・・・・・・・・・　2枚

・かしわ　・・・・・・・・・・・・・・・　300g

・しょう油　・・・・・・・・・・・・・　70cc

・みりん　・・・・・・・・・・・・・・・　70cc

・砂糖　・・・・・・・・・・・・・・・・・　40g

・だし汁　・・・・・・・・・・・・・・・　150cc

・昆布（10cm角）　・・・・・・・・　1枚　

①米は、だし昆布をのせ、炊く。
②かしわ、あげは、湯通しして細かく切
　り、しょう油50cc、みりん50cc、砂糖
　25g、だし汁100ccで味がしみる程度
　に炊き、ざるにあげ、煮汁も取ってお
　く。　
③大根、ニンジンは、千切りにし、②の煮
　汁と残りのしょう油、みりん、砂糖、だ
　し汁を入れて炊き（味をみて好みにす
　る）、ざるに上げる。
④炊きあがったご飯に、温かい内に②と③
　を混ぜる。

※大根、ニンジンは、煮過ぎないように
　歯ごたえが残る程度に煮る。
※味付けは、好みにより砂糖、しょう油を
　加減する。

【作り方】

平成 23 年度　労働安全衛生法に基づく各種講習日程表（12 月～ 3 月）

建設業労働災害防止協会　和歌山県支部
℡ 073-436-1327　FAX 073-426-3987

講習の名称 日時 場所 受講料等 受付開始予定

型枠支保工の組立て等作業
主任者

12 月 6 日（火）～
12 月 7 日（水）

和 歌 山 県 建 設
会館 3F 会議室 ￥10,300 受付中

職長・安全衛生責任者教育
（リスクアセスメント含む）

1 月 17 日（火）～
1 月 18 日（水）

和 歌 山 県 建 設
会館 3F 会議室 ￥12,500   12 月 1 9 日（月）～

コンクリート造の工作物の
解体等作業主任者

2 月 7 日（火）～
2 月 8 日（水）

和 歌 山 県 建 設
会館 3F 会議室 ￥10,500   1 月 10 日（火）～

足場に組立て等作業主任者 2 月 21 日（火）～
2 月 22 日（水）

和 歌 山 県 建 設
会館 3F 会議室 ￥10,000   1 月 23 日（月）～

地山の掘削および
土止め支保工作業主任者

3 月 6 日（火）～
3 月 8 日（木）

和 歌 山 県 建 設
会館 3F 会議室 ￥17,200   2 月 6 日（月）～

○問い合わせ先

根来公園墓地

○休憩施設でゆっくりとおくつろぎください。

使用者募集中

公園墓地には、あづまや、ベンチ・テーブル、トイレ、飲料自動販売機な

どを設置しています。ご利用の際には、ゆっくりとおくつろぎください。

○問い合わせ先　岩出市役所　都市計画課　℡ 62-2141（内線 222）

「どうぞ、ごゆっくり」おすすめ！



2011・12　広報いわで　　�2

12 月 18 日（日）／谷本ファミリー　ハンドベルの演奏

毎週土曜日・日曜日と、祝祭日
午後１時～２時

【イベント】

12 月 1 日（木）～ 25 日（日）／クリスマス画作品展

1 月 2 日（月）～ 9 日（月）

【園内ミニツアー】

【展示会】 午前９時～午後５時まで （最終日は午後４時３０分まで）

12 月 21 日（水）～ 26 日（月）

12 月 15 日（木）／【臨時開催】お正月のドア飾り（※材料費（2,000 円）必要）

12 月 17 日（土）、18 日（日）／ミニ門松を作って飾ろう（※材料費（1,500 円）必要）

12 月 10 日（土）／温室でクリスマスを描こう

12 月 11 日（日）／お正月を飾る寄せ植えの作り方教室（※材料費（5,000 円）必要）

12 月 4 日（日）／クリスマスの飾り方教室（※材料費（2,000 円）必要）

12 月 10 日（土）／新春を迎える寄せ植えの作り方教室（※材料費（3,000 円）必要）

【ワクワク教室】  参加者募集！！  現在参加申込みを、 電話で受付中！

12 月 9 日（金）～ 11 日（日）／冬の洋ラン展（※即売あり）

12 月 15 日（木）～平成 24 年 1 月 4 日（水）／花暦写真展―洋ラン―

【１2 月の休園日】6 日（火）、13 日（火）、20 日（火）、27 日（火）～ 31 日（土）

和歌山県植物公園緑花センターからのお知らせ
【問い合わせ先】和歌山県植物公園緑花センター
〔住　　所〕649-6211　和歌山県岩出市東坂本672
〔電　　話〕62-4029　〔Ｆ Ａ Ｘ〕63-2570

日  時

【年始の営業】１月１日（元旦）は休園し、１月２日（月）からお正月開園致します。

落葉や木の実を集めて観察シートを作ろう！！

【温室内にクリスマスツリーが登場！！】

緑花センターの「温室」と「香りの森」に、今年もクリ

スマスツリーが登場しました。

鮮やかな赤のポインセチアとシクラメンの優しいピンク

色が、ベンジャミンのツリーに華やかさを添え、クリス

マスカラーを演出しています。

緑花センターならではの、クリスマスツリーをお楽しみ

ください。（12 月 25 日まで）

〔E-mail〕center@w-botanicalgarden.jp

▲昨年のクリスマスツリーの様子

▲昨年の冬の洋ラン展の様子
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耐震改修工事で
　　地震に備えましょう！

・昭和 56 年 5 月 31 日以前に建築された木
   造住宅（プレハブ住宅は除く）
・改修前評定 1.0 未満を改修後評定 1.0 以上
   にする耐震改修工事

・耐震改修工事費の 2/3（上限 60 万円）
　　　　　　　　　　＋
・国の上乗せ補助 11.5％（上限 60 万円）
※最大で 120 万円を補助！℡ 62-2141（内線 223 ～ 225）

問い合わせ先：都市計画課開発指導係

【補助要件】

【補助率と補助額】

「住基カード（写真付き）」は、こんなときに便利です
●公的な本人確認ができる証明書として利用できます。
　・高齢者の運転免許証返納後に本人である証明を必要

　　とするとき

　・銀行等で口座を新規に開設するとき

　・パスポートを新規発給するとき

　・市役所窓口で住民票、戸籍謄抄本、印鑑証明書や転

　　出証明書等を交付請求するとき

●自宅からインターネットで確定申告ができます。
　＊住基カードに電子証明書を付ける必要があります。

　＊カードリーダー（IC カード読み取り装置）の購　

　　入が必要です。

●住基カード申請に必要なもの
　・原則、ご本人様が来庁してください。

　・カード手数料 500 円（電子証明書を付ける場合は

　　さらに 500 円の手数料が必要になります。）

　・写真付きにする場合写真（縦 4.5㎝横 3.5㎝申請前

　　 6 カ月以内に撮影した正面向き、無帽無背景のもの）

　・右記の本人確認書類

【住基カードを即日交付出来る場合】
　本人確認書類（A と B から１点ずつ）と印鑑をお持ち

　ください。

※カードの有効期限は 10 年間、電子証明書の有効期限

　は 3 年間になります。（転出すると失効します。）

【住基カードを後日交付する場合】　
①下記Ａの本人確認書類がない場合は、申請後「照会書

　および回答書」を本人宛にお送りします。

②本人が、届いた書類と下記の B から２点と印鑑をお

　持ちください。

Ａ
運転免許証・パスポート・身体障害者手帳等顔写真
が添付された官公署発行のもの

Ｂ
健康保険証・介護保険証・後期高齢者医療保険証・
年金手帳等

○問い合わせ先
　市民課　℡ 62-2141（内線 159）

○本人確認書類

和歌山県
岩出市

0000年00月00日まで有効
性別 男

岩出　太郎
岩出市西野209番地

生年月日

氏　　名

住　　所

連絡先
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　オレだけど・・、電話番号が変わった、暗証番号教え

て、キャッシュカード貸して等々

振り込め詐欺が急増中です！

　インターネット、携帯電話等に「無料サイト期間中に

登録したが、退会手続きがされていないので、登録料が

発生した。支払いに応じない場合は身辺調査する。」等

不特定多数の者に対し、架空の事実を口実とした料金を

請求し、連絡してきた者を言葉巧みに騙したり、脅した

りして現金を口座に振り込ませる詐欺事案。

間違いなく詐欺です！！

　振り込む前、手続き前に、まず知り合いや警察に相談

してください。

全部詐欺です！！

登録料、身辺調査、それは詐欺です！！

　社会保険事務所、市役所、税務署等の職員を名乗った

電話により、医療費や税金等が還付されると告げて金融

機関に赴かせ、携帯電話で言葉巧みに指示しながらＡＴ

Ｍを操作させて犯人の口座に送金させる詐欺事案。

　和歌山県内における台風 12 号と東日本大震災による被災者の方々への支援として、市役所をはじ
めとする市内公共施設に義援金箱を設置しています。
　皆様方のご協力をお願い申し上げます。義援金は和歌山県を通じて、被災した市町村に配分されま
す。

市役所１階福祉課、市役所２階市長
公室、総合保健福祉センター、各地
区公民館（中央、岩出、山崎、紀泉台、
根来、桜台、上岩出、船山）、岩出図書
館、駅前ライブラリー、総合体育館、
民俗資料館

義援金箱設置施設（15 カ所）
○義援金の送金状況
　11 月 10 日現在の金額　
　・台  風  1  2  号　　３,２８９,２３８円
　・東日本大震災　２３,２５６,００８円
　　　　（ご協力ありがとうございます。）

○問い合わせ先　

　・福祉課　℡ 62-2141（内線 335）

　・社会福祉協議会　℡ 63-3246

東  日  本  大  震  災
和歌山県平成 23 年台風 12 号 義援金箱の設置

岩出警察署　TEL63-0110

岩出警察署からのお知らせ

★ＡＴＭで還付手続き ★オレオレ詐欺

★架空請求詐欺
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図書館 へ

岩出図書館

行 こう
本や行事についてのお問い合わせは電話でどうぞ！

（根来1472-1）
TEL.62-7222　FAX.62-7150

12月のカレンダー
開館時間　　岩出図書館　午前10時～午後７時
　　　　　　岩出図書館を除く分館・分室　午前10時～午後6時30分

岩出図書館・駅前ライブラリー・総合保健福祉センター図書室 中央公民館図書室・上岩出地区公民館図書室

☆本はおひとり５冊まで２週間借りることができます。
☆視聴覚資料はおひとり３点まで１週間借りられます。

印は休館日です。

休館中の本の返却は、図書館正門右の返却ポスト、または駅前ライブラリーの返却ポストをご利用ください。
ただし、DVD・ビデオ・CDなどの視聴覚資料、紙芝居など、破損の恐れのある資料は開館時に直接カウンターに
お返しください。

印は岩出図書館休館日のため、閲覧のみとなります。

日 土金木水火月 日 土金木水火月

1 2 3
4 5 6 7 8 9 10

11 12 13 14 15 16 17
18 19 20 21 22 23 24
25 26 27 28 29 30 31

1 2 3
4 5 6 7 8 9 10

11 12 13 14 15 16 17
18 19 20 21 22 23 24
25 26 27 28 29 30 31

　ハロウィン・タウン。それは年に一度のハロウィンのお祭
りを人間界へ送り出す不思議な町。しかし、この町の人気者
“ カボチャ王 ” ことジャックは、毎年同じように繰り返され
るハロウィンの準備にうんざりしていた。ある日、ジャック
は森の中で奇妙な扉を見つける。そのひとつを開いてみると、
そこはハロウィン・タウンとはまったく別の、陽気で明るい
クリスマス・タウンだった。たちまち、その初めての世界に
魅せられたジャックは、彼に想いを寄せるつぎはぎ人形サ
リーの心配をよそに、自分流のクリスマスを計画する。ジャッ
クが夢見たハロウィン風クリスマスとは・・・？
　　　　　　　　　　　　　　　　　（１９９３年アメリカ）

―大人から子どもまで楽しめる、

　美しい映像と音楽でつづられる究極のラブ・ファンタジー―

○図書館カレンダー　　○レシート用紙　　○その他
　物品の仕様、募集期間、広告の入れ方などの詳細は、お手数ですが岩出図書館ウェブサイトにてご確認願います。

ご関心のある方は、どうぞお気軽にお問い合わせください。

　岩出図書館では、利用者サービスの一層の向上を図るため、「広告を掲載した物品」の寄贈を募集します。（例えば、

以下のような物品をご提案ください。)

広告入り図書館用品の寄贈のお願い

4 日・11 日　
「おはなしドロップス」 18 日・25 日　

「おはなしのとびら」

場所　岩出図書館おはなし室 午後 1 時 30 分～

毎週日曜日に、

　　おはなし会開催！！
おはなし会

12 月の

　去る 10 月 29 日に、仙台市の東北大学で、子ども

の読書活動優秀実践校・図書館・団体（個人）表彰式

が行われ、榎眞由美さんが優秀実践個人として文部科

学大臣表彰を受けました。榎さんは、長年にわたり多

方面で子どもたちへの読み聞かせなどをされており、

その活動が認められ、表彰されたものです。今後のよ

り一層のご活躍をお祈りいたします。

　毎年恒例のクリスマスイルミネーションを 12 月

27 日まで、図書館玄関前のロータリーで行っていま

す。点灯時間は午後４時 30 分～午後７時です。クリ

スマスイルミネーションで皆様のお越しをお待ちして

おります。なお、諸般の事情で点灯時間等を変更する

場合がありますので、ご了承ください。

平成 23 年度子どもの読書活動優秀実
践個人文部科学大臣表彰を受けました

イルミネーションを
　　　お楽しみください！

図書館ＤＶＤ上映会

開場　　午後 1 時
開演　　午後 1 時 30 分

＊入場は無料です（先着 100 名）

●ナイトメアー・ビフォア・クリスマス（76 分）

日　時　　　12 月 17 日（土）

場　所　　　岩出図書館　大会議室

場所

日時

おはなしのじかん（おはなし会）

12 月 10 日（土）　午後 2 時～

岩出市総合保健福祉センター図書室

おはなし室

えのき ま　  ゆ　  み
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市の人口と世帯（平成 23 年 10 月末現在）
総人口 : 53,247 人（男 :  25,753 人　女 : 27,494 人）　
世帯数 : 20,896 世帯　　

“イザッ”という時に行動できますか？

▲一日防火デーの様子
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ー

と
し
て
い
ま
す
。

　

区
・
自
治
会
等
で
消
火
訓
練
を
計
画

し
、
地
区
担
当
の
消
防
団
と
打
ち
合
わ
せ

の
う
え
、
住
民
の
み
な
さ
ん
を
対
象
に
消

火
器
の
正
し
い
使
用
方
法
等
の
効
果
あ
る

訓
練
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

※
今
年
度
は
、
地
域
防
災
訓
練
と
同
日
実

　

施
と
な
り
ま
す
の
で
、
午
前
中
は
、
岩

　

出
市
地
域
防
災
訓
練
へ
参
加
し
て
く
だ

　

さ
い
。

市
内
６
小
学
校
（
運
動
場
・
体
育

館
）、
船
山
地
区
公
民
館

岩
出
市
地
域
防
災
訓
練
一
日
防
火
デ
ー

場
所

12
月
４
日
（
日
）　

午
前
９
時
30
分

東日本大震災の復興を支援しよう


